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はじめに
　商工自営業にたずさわる婦人は，家庭の主婦として家事・育児に従事する一方，みずから自営業主
として，あるいは家業を支えるために不可欠な家族従業者として，きわめて重要な役割を担ってい
る。彼女たちは他人に雇用されているのではなく，夫や家族と一緒に製造，販売，サービスなどの業
務にたずわさっていることから，一般の婦人労働者とは区別して“業者婦人”と呼称されている。
　商工自営業は，中小企業の最下層を形成する零細企業としての属性をもち，資本家的企業というよ
りは，“生業”としての性格が濃く，営業と家計が未分離の状態が多い。常雇の従業老数は4人未満の
ものが圧倒的な比重を占めており，事業主みずから直接労働過程に参加しているだけでなく，その家
族も営業に組み込まれ，　“家族ぐるみ”の協働で営業を支えている場合が一般的である。しかも“業
主所得”は大企業の労働者の賃金水準よりも低く，外部諸要因の変化によってもたらされる収益の低
下にも，生活費を切り詰めて営業を維持しうる「柔軟性」を，自営業の内部構造と．してもっている。
その基本的な存立条件の一つは，無償の家族従業者の長時間労働であり，その主な担い手は業者婦人
である場合が多い。
　業者婦人は事業主である夫の、L国一城のあるじ意識”（小所有者意識）を家庭の内面から支え，商
工自営業のおかれた分散的孤立性から，なにごとも自分の力，自己の才覚で成しとげようとする“自
力優先主義”の考え方が強い。さまざまな要求を実現するために，同業者が団結して行動することに
は消極的であり，むしろ組織的な集団行動にたいして反発する傾向さえ示す場合が少なくない。問屋
や親企業の理不尽な行為に不満をいだきながら，　「長いものにはまかれろ」式の態度を習慣的に身に
つけ，しかも，これを当然のことと考え，自己の社会的，経済的地位の低いことや無権利状態を宿命
的なものとさえ思い込んでいるものが多い。
　こんにち，商工自営業は資本の重圧下にさいなまされ，大資本の利益を優先する諸政策が強行され
るなかで，営業不振を余儀なくされているにもかかわらず，大資本の利益を代表する保守政党支持の
有力な基盤として存続しつづけている。たしかに，全国各地の商工会議所や商工会に組織されている
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商工自営業老（以下，中小業老と呼称）の大半が，保守政党にとって重要な支持層になっていること
は，否定しがたい事実であろう。これは，中小業者のおかれている社会的，経済的な立場と一見矛盾
しているように思われる。
　しかし，中小業老が現実と社会関係に占める自己の地位を自覚できずに，保守政党を自分たちの利
益の代表者・指導者と思い込ませてきた業界や地域の「有力者」によって利用されやすい経済的関係
が絶ちがたく，根強く存続していることを軽視してはならない。
　こうした現状をリアルに直視し，業老婦人の就労と生活の実態，’彼女たちのさまざまな悩みや要
求，意識と行動などを掘り下げて分析し，その諸特徴と問題点を客観的に把握することは，理論的に
も実践的にも，きわめて重要な課題であるといわねばならない。これまで，業老婦人の現状分析は，
社会政策，婦人労働問題のなかのごく限られた小さな一部分として扱われてきたにすぎず，中小企業
問題としての視角からは，その隠された重要性に逆比例して，まったく取り残されてきた感がある。
筆老は，こうした状態にひそかに不満を抱いてきた一人である。
　本稿の課題は，こんにちの長期不況のもとで商工自営業がどのような状態にあるかを明らかにする
とともに，業者婦人の就労と生活，および意識と行動の状態を実証的に究明することにある（1）。
（注）
（1）拙稿「商工自営業婦人の就労と生活の実態」r明治大学社会科学研究所紀要』第19集，1981年3月，拙稿
　「自営業の婦人」，日本婦人団体連合会編r婦人白書』（1982年版）所収などを，本稿の姉妹篇として併読され
　ることを希望する。
1．調査資料の限定
（1）実態調査の対象と方法
　本稿を作成するために使用した調査資料は，とくに脚注を付して出所を明記した図表以外は，すべ
て全国商工団体連合会婦人部協議会（略称・全婦協，加盟人員，1982年6月20日現在，8万319人）
が，1982年2月初旬から4月末日にわたって実施した「業者婦人のくらしの実態調査」の集計結果に
もとつくものである（1）。この実態調査の対象は全国商工団体連合会（略称・全商連）に所属する業老
婦人であり，その範囲は，全国都道府県の全域におよんでいる。業者婦人に焦点をしぼった全国的な
調査は非常に少なく（2），政府統計にも見当たらないだけに，きわめて貴重な資料といえる。
　調査項目は，商工自営業の営業状態をはじめ，業者婦人の就労と生活の全般にわたっており，、業者
婦人が自主的に取り組んだ初めての全国的な規模での実態調査として，各方面から注目されている。
　調査方法は，アンケート方式による調査票を全商連加盟の各県連組織をつうじて各民主商工会（略
称・民商）に配布され，記入済みの調査票は同じルートを逆に経由して，各県連ごとに全商連へ返送
するという方法で回収された。この実態調査は，全国各地における民商婦人部の要求運動と結合して
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取り組まれた点にも，一つの特色がある。
　調査票の最終的な回収数は26，000票におよんんだが，締め切り期限の関係などで，コンピューターに
よる集計の対象に付したのは23，199票である。都道府県別の調査票回収状況は第1表のとおりである。
第1表　都道府県別調査票回収有効数
髄府県刷調査票有鱗髄府縣調査票有鱗髄府縣調査鮪鱗
????????????????海
?
????????????????　405
　164
　172
　125
　337
　139
　256
　407
　710
　436
　533
　66
　91
　315
1，184
　949
???????????????????????　90
　526
1，570
　429
　367
　181
　89
　15
　216
6，589
2，333
　144
　299
　340
　418
　737
? ??????????????????????　　62
　　28
　503
　　31
　204
　　9
　　29
1，020
　111
　　25
　340
　　95
　　37
　　47
　　24
　　2
23，199
　筆者は，全婦協事務局の要請を受けて，この調査の企画の段階から協力してきたが，本稿執筆のた
めに貴重な調査資料をすべて快く提供して下さった全婦協事務局のご好意に心から感謝の意を表した
い。また，調査票の集計作業にご尽力下さった明治大学計算センターの香取薫氏にお礼を申し上げる。
　なお，アンケート調査では把握できない実情を少しでも理解するために，筆老は1982年10月下旬～
11月中旬にかけて，宮城，東京，神奈川，京都，大阪の5ヵ所で，そ　　第2表　年齢別調査票回答数
れそれ・・名前後の鶏婦人と鰍…ヤリングを行い・多くの麺　年齢回劉％
な示唆を得ることができた。こうした機会を与えられた宮城県気仙沼　　20　代　　974　　4．2
民鏑工会轍部をはじめ，鯨商工団体連絵ネ申奈川賭工団体・・一・・34・1　…87・1・6・7
齢会京都府商工団髄絵大阪酊団髄合会など舗人翻35－391・，・342・・7
議会の各位に心から翻の意を表・たい．　　　　　4・－44s・22s　1・2・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45－493，・47・1・5・・
（2）調査対象の概要 @　　　　　・・一　S4　1　・，　23S　9．・
①年齢と家族轍の特徴　　　　　　　55　一　591・・98「・・2
　アンケート調査の回答者の年齢構成は第2表に示すとおりである。　　60～64　　753　　3’2
・・代前半の胤、・も。とも多く，22．，％．次が3。代後半で、、．7％。年65歳以上1・・S　1・・
代別では30代が38．4％，40代が37．5％であり，30代～40代を合わせる　　不　　明　　225　　1・0
と全体の75．9％を占めている。この年代層は，仕事のうえでも，もっ　　　計　　23・199　100・0
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とも働き盛りの業者婦人であり，家業を支えるために欠かせぬ“戦力”なのである。
　家族構成の種類のうち，もっとも多い類型は，　「夫婦（またはあなた1人）と子ども（独身）」で，
これが全体の半数以上（56．1％）を占めている。2番目に多いのは「夫婦（またはあなた1人）と子
ども夫婦」（14・8％），3番目に多いのは「夫婦だけ」（8．6％）であり，以上の3類型を合わせると8
割ちかくになる。
　次に，「営業に従事している人」を類型化してみると，①「夫ど2人」（39．7％），②「自分1人」
（13．8％），③「自分と従業員」（12．1％）などが多く，これらの3類型を合わせると全体の7割弱を
占める（第1図）。そのうち「自分と従業員」の場合，この従業員は家族従業者が足りないために，
「家族従業者の代用（3）」として雇用されているとみてよいだろう。
　　　　　第1図　営業に従事している人　　　　　　　年代別には40代前半（24．4％）と30代後半
　　　　　　　自分と子供1．796　　　　　　　　　　　（23．9％）に「夫と2人」の場合がもっとも多
　　　　　　　　　　　　　　その他1ユ．5％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く，業種別にみると，小売業と製造加工業にご
夫女帝と親2．8％
夫婦と従業貝
　9．4％
8分と従業員
　12．1％
　夫婦と子と従業員4．8％
夫婦と子供4．2％
のタイプが半数を占めている。
　これらのことは，商工自営業が中高年齢層を
主力とする家族従業者によって支えられている
ことを意味する。そのため，「お父ちゃんが倒
れれば廃業，お母ちゃんが倒れれば休業もやむ
なし……」という言葉が，決して誇張ではな
く，ごく一般的に語られているほど，業老婦人
の役割が大きいことを物語っている。
　ここで参考のために，労働省の「高齢者就業
等実態調査」（昭和55年5月）により，高齢者の
第3表　性，年齢階級および従業上の地位別就業高年齢者数の割合
（単位　％）
従業上の地位
???????????????
うち農林水産業
族??? 従 ????
?
子
計155－5馴・・－64i65－69
女 子
計1　・・－s9・t　1…－64　1　6s－69
100．0
42．7
　3．1
13．6
35．　5
14．5
　3．9
　1．0
　0．1
100．0
50．　2
　1．9
13．8
31，9
13．0
　1，6
　0．4
　0．1
100．0
39．5
　3．5
14．1
36．1
15．2
　5．6
　1．1
　0．2
100．0
31．8
　5．1
12．4
42．2
16．8
　6．5
　2．1
100．0
30．　6
　5．6
　3．6
25．6
10．　0
26．9
　7．5
　0．1
100．0
37．4
　5．0
　3．7
24．2
　9．9
23．4
　6．0
　0．2
100．0
28．1
　6．1
　3．3
27．0
　9．0
27．7
　7．8
　0．1
100．0
17．7
　6．0
　4．0
27．2
．11．5
34．0
11．0
　0．2
資料出所　労働省「高年齢者就業等実態調査」（昭和55年）。
　　（注）任意就業者とは，「近所の人や事務所などに頼まれたりして，随意に行う仕事をした」者をいう。
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就業状況をみてみよう。第3表が示しているように，雇用者の就　　第4表調査対象の業種別構成
業率は年齢縞くなるにともな・て低下・て…が，停輔のな　業種回醐％
・・自営鶏と徽従鶏の蘇率は高年齢都ど高くな・ている．小売業3・・7・・116・・
とくに家族従業老の場合，男子に比べて女子の就業率がきわだっ　　製造加工業　　4，402　19・0
て高い（・・－69才の高瀦の34．・％）・と・・注目す・腰があ・．サービ・業2・　7S9　1・2・・
②業翻轍と鋸・蝶の場所　　　　　飲食剰・，48・1・5・・
　調査対象を業種別に分類すると第4表に示すような構成になる。　土木゜建築業　　4・696　20・2
土木．reee業、…20．、％で首位を占め，、位力・製造力。蝶（・9．・％），運送剰・・63・・
3位が小売業（16．0％），4位が飲食業（15．0％），5位がサービ　　そ　の　他　　2・388　10・3
。業（、2．。％），、位、、運送業（。、％）であ。．「その他」が、。、無回劉926　i4・・
％で全体の、割強を占めてお，，意外に多、、．。れは集計後、、気　合計1・3・…1・・…
付いたわけであるが，卸売業者や金融・保険・不動産業な　　　　　第5表住居と営業の場所
ど蝶酬の翻肢に加え。べきであ。た。　　　営業場所1回劉％
次に，住所、諜の嚇的期につ、、て調べた、。ろ，　同・揚所13・…　1・6・・
第，表に示す、うな結果、な。た。住所、営業所の併鯉住居・は別の・・ろ8・・36・｝36・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不明1，8077．8が56，2％で，全体の半数以上を占めている。このタイプは
都市部、，郡部（町村）に比較的多、、（、2．，％）．。れを業　合計　・3・…1・…
　　　　　　　　　　　　　第2図　住居と営業所の併存・分離の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　睡住居・営業所・併存
　　　　　　　　　　　　　　　　　　口鋸・営業所・艦
??
??
52???
?
??
?????????????????、????????????????????????
????．?????
32翫
????????? ?? ??。
　　　　　　　　　　　　　　　　造　　　　　　！　　　　　　　　　　　木　　　　　　　　　　　売加ビ食建送　　　　 　 　　　　 　 　工　　 　 ス　　　　　　　　　　　築　　　　　　　　　　　業　　　　　業　　　　　業　　　，　業　　　　　業　　　　　業
種別にみてみると，第2図に示すような状態である。住居と営業所の併存型は，小売業（66・1％），
製造加工業（65．3％），サービス業（61．7％）などに比較的多く，住居の一部が店舗や工場にあてら
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れているわけである。「このように空間的に営業の場と消費生活の場とが一致していることは，営業
時間と消費生活時間との区切りを不明確にし，従業者の長時間労働を結果するとともに，家族が共同
して従業しやすい条件を提供している（4）」という側面も見逃がせない。
　住居と営業所の分離型は，飲食業（51．5％）と運送業（48．5％）に比較的多い。とりわけ飲食業に
は他の業種に比べて分離型がもっとも多く，半数を超えている。このことは，深夜営業を行う業種の
特性から生ずる矛盾もあり’，軽視できない問題を含んでいる。例えば，深夜帰宅の足を確保する問
題子供の教育の問題，健康の問題，さらに最近，社会的に注目を集めた“ベビーホテル”の問題な
ど。　“ベビーホテル”の利用者の大半は中小業者だといわれ，わけても夜間利用者の場合，例えば京
都市の調査では110名の子供のうち実に92名が料理飲食業老の家庭であるという（5）。
　③　家計と営業との分離状況
　家計と営業の分離状況を業種別にみると，「わけている」ものの割合がもつとも高い業種は小売業
（38．7％），2位が製造加工業（35．5％），3位がサービス業（34．9％）の順である。また，「わけていない」
ものでは，飲食業（32．7％）の割合が首位を占め，次にサービス業（30．7％）と製造加工業（30．1％）
がほぼ同じ割合を示している。さらに「わけていてもやりくりでいっしょになる」という回答は，小
売業を除く他の業種でいずれも30％を超えており，商工自営業の“生業”的性格を反映している（第
3図）。
　　　　　　　　　　　　　　　第3図　家計と営業収支の分離状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わけていても
　　　　　　　　　　　　　わけている　　　　　わけていない　　やりくりでいっしょになる　無回答
　　　　　　　　　＿人一一一一r－一人一一一「一一人一一rr一
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羅離灘麺 28．3 3．4
i　　　　　／
?
2
，　　　　　　　　　　　●　　　　　　鞠　　・．蜩??i 30ユ 灘i羅；雛講3．3
i　　　　！ ??
?
30．7 灘ll聾；鷺黒春義難鑓3・3
?
??
業
?
飲 32．7 灘灘羅難灘．3’6
土木建築業
i　　　＼　　　　　、　　　　　1
亭魏灘三灘灘灘羅嚢聾i牌34麟議無4・3：：｝｝蝶三鴛樹…，：i…ミ鳶照甜3
／　　　　　　　　1　　　　　　　　　　1／　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　1
　聯 29．5 覇蟹蟻馨鯉嚢灘薫／i・il　4・8
（注）
（1）この実態調査の結果は，全国商工団体連合会婦人部協議会r私たちのくらしと商売一全国の業者婦人の実
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　態調査一』（1982年10月）というパンフレットにまとめられている。これと前後して筆者は拙稿「商工自営
　業の窮状と業者婦人の生活」（r経済』1982年11月号）を発表した。本稿は，前記の拙稿に大幅な加筆を行っ
　てまとめたものである。
（2）筆者は，かつて全国商工会連合会の婦人部員を対象とした実態調査に参加する機会を得たが，調査対象が
　主として都市周辺の郡部＝「商工会地域」における業者婦人に限定されたため，東京都の中心部をはじめ，
　横浜，名古屋，大阪，神戸などの巨大都市に居住する業者婦人が欠落していた。これにたいし，全婦協の調
　査対象は，逆に都市部（区・市）が84．1％，郡部が6．1％で，都市中心部の業者婦人が圧倒的に多い。この二
　つの調査結果を比較してみると興味ぶかいものがある。前者については，中小企業庁・全国商工会連合会
　r小規模事業対策調査報告書一小規模事業婦人経営者の経営志向および地域活動への参画意識等に関する調
　査一』（1980年3月），および拙稿「自営業婦人の仕事と生活の特徴」r商工会』1980年7月号，拙稿「商工自
　営業婦人の就労と生活の実態」r明治大学社会科学研究所紀要』第19集，1981年3月，などを参照されたい。
（3｝江口英一r現代の「低所得層」下』，未来社，1980年10月，101ページ。
（4）同上書，99ページ。
（5｝志摩肇「料飲業者の運動の発展をめざして」r日本の中小商工業・’80年代の展望と課題一第1回中小商工
　業全国交流・研究集会報告集一』1981年11月，133ページ。
II．商工自営業の経営状態
（1）最近の経営状態
　ここ1～2年の経営状態は，「非常に伸びている」（0．7％），「やや伸びている」（9．2％）を合わせて
も全体の1割にも達しない。むしろ，経営状態が悪化し，経営不振に追い詰められているものが圧倒
的に多い。すなわち，「横ばい」（30．0％），「採算が低下している」（25，9％），「非常に苦しくなってい
る」（29．9％）などの回答を合わせると，実に85．8％にもな　　　　　第6表最近の経営状態
る（第6表）。これをみても，商工自営業の大半が明らかに営　　　非常に伸びている　　　　　O・・7％
業梅に購われているとみな・てよ・・であろう。　　やや伸び・い・　h・％
・うし働向を，さらに雑別にみてみると，第・図が示・　灘い　　　1…％
ているように「非常に苦。くな。てきている」と略。てい　採算・・低下・てv・・　降・％
るものの割合が第1順位となっている業種は，運送業（38．1　　非常に苦しくなっている　　29・9％
％），土木藤業（35．・％），鰍業（33．2％），小売業（3。．無回答　　1・・3％
8％）などであり，これに「採算が低下している」という回答を合わせると，各業種とも50～60％以
上になる。不況による経営悪化の状態が全業種におよんでいることがわかる。
　大阪の堺市で自転車部品の加工を営んでいるSさん（42才）は，「主人と2人で変速機のカバーのプ
レス加工をしていますが，単価が安いので3年つづけて毎晩11時まで働いてきましたが，借金だらけで
す。そのうえ，得意先からオール手形やといわれて，血圧がグーンと上がってしまい，それ以後は1
日8時間でやめています。最近はいつ仕事が切れるかわからないので，私がパートに出ています。腰
の骨がとがって毎日医老通いをしながら，喫茶店のご飯炊きをしています」と苦境を語つてくれた。
　また，同じ堺市でストーブの部品のプレス加工を営んでいるSさん（41才）は，「工賃が15年くら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一73一
第4図　ここ1N2年の経営状態
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い上がらないので，1時間に2，000回もプレスを踏まないと採算に合わない。作業中に指を落したが，
やめるにやめられず，働きに行くところもない」と，悩みを訴えている。
　東京の葛飾区で金属プレス加工に従事しているUさん（39才）は，「この界隈にはプレス工場が多
いのですが，近頃はプレスの音がしなくなるくらい暇になっています。5～6人雇っている工場で，
毎日1軒くらいバタバタつぶれて空家になっています。そのなかには，夜逃げをする人が多く，サラ
金業老が機械を運び出して持って行くのをよくみかけます。毎日手をあけて仕事がくるのを待ってい
るのですが，仕事がくれば，すぐにやらなければならないので家をあけられません。仕事を探がして
お得意先をまわっても，ガソリン代が出ないから，主人もじっとしているより仕方がないのです。こ
れから先どんなふうになっていくのかと考えると，不安になってしまう」という。
　横浜市でサッシの組立販売業を営んでいるKさん（45才）は，「毎月の売り上げが大体500万円くら
いになるのに，集金できない残金が1，500万円くらいあります。昭和47年に開業して10年になります
が，1年半前から手形の期日が伸びてきて，先月の集金で受け取った手形は180日（6ヵ月）のもので
した。主人はおカネのことを全部私にまかせきりですから，大変です」と，資金繰りの苦労話をきか
せてくれた。
（2）業種別にみた不況の影響
長期不況の影響は中小業老の肩に重くのしかかり，とくに①「売り上げの減少」（41．7％），②「同
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業老間の競争がはげしい」（33．0％），③「原材料の仕入れ価格が高い」（19．7％），④「公共料金が高
くなった」（17．6％），⑤「税金の負担が重くなった」（15．0％）などが営業不振に拍車をかける大きな
要因となっている。ここで見すごせない点は，「公共料金が高くなった」と「税金の負担が重くなっ
た」を合わせると30％以上を占めていることだ。
　しかし，第5図をみると，業種によって不況の影響のあらわれれ方が異なっている。営業不振の事
第7表　業種別にみた営業不振の順位
業種別
小　　売　　業
製造加工業
サービス業
飲　　食　　業
．土木建築業
運　　送　　業
営　　業　　不　　振　　の　　事　　由
第　　1
順　　位
売上げの減少
売上げの減少
過度競争
の激化
売上げの減少
過度競争
の激化
売上げの減少
?
34．0
21．1
26．7
30．6
17．7
24．2
第　　2
順　　位
過度競争
の激化
単価の切り下げ
売上げの減少
過度競争
の激化
売上げの減少
過度競争
の激化
?
24．0
16。7
22．9
19．0
17．0
16．7
第　　3
順　　位
大企業の進出
公共料金
の値上げ
原材料の値上げ
原材料の値上げ
単価の切り下げ
公共料金
の値上げ
?
9．8
12．6
12．6
18．1
14．9
13．8
第　　4
順　　位
公共料金
の値上げ
過度競争
の激化
公共料金
の値上げ
?
8。8
12，0
12．　2
辮創・2．・
人件費の上昇
税金の負担増
11．9
12．2
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由を業種ごとに順位をつけてみると，業種による相違が明らかになる（第7表）。すなわち，「売り上
げの減少」を第1として回答するものは，小売業の34．0％，製造加工業の21．1％，飲食業の30．6％，
運送業の24・2％である。また，「過度競争の激化」を第1として回答するものは，サービス業の26．7
％，土木建築業の17．7％である。
　消費不況に加えて大型店，外食産業の進出によって，客商売の小売業や飲食業の売り上げが大きく
落ち込んでいる。「近くにミニ・スーパーができて，売り上げが3分の2に減った」，「お寿司屋さん
の売り上げがものすごく減ってしまい，ご主人が家族に当たり散らし，離婚問題にまでなっている」
などの実例は，枚挙にいとまがない程である。
　宮城県気仙沼市で印刷業を営んでいるAさん（48才）は，「仕事がどんどん減っているのに身体が
とても忙しい。5年前に1冊900円でやっていた伝票が今年は600円，1，000枚で9，000円だった封筒が
3，000円になる始末。役所では大きい仕事は県外（岩手県）に出しています。工賃がさらに安いです
から……」と，身体が忙しいのに儲からなくなった事情を説明してくれた。
（3）営業不振にたいする対策
　営業不振を打開するために，どのような対策を実施しているのか。その具体策としては，①「営業
時間を延長した」（18．6％），②「従業員をへらした」（14．3％）などのほか，③「内職」（5．9％），④
　　　　第6図　営業不振にたいする対策　　　　　「家族が外に働きに出た」（5．8％），⑤「扱う商
商品の変更5．2％
1ノ」耳哉5．9　％
白分がバート4896
品をかえた」（5．2％），⑥「自分がパートに出た」
（4．8％），⑦「その他」（11．8％）などがある（第
6図）。
　これらを業種別にみると，対策の重点に差異が
ある（第7図）。すなわち，各業種において首位を
占める対策は，小売業＝「営業時間を延長した」
（17．3％），製造加工業＝「営業時間を延長した」
（33．8％），サ・t－・ビスec　・＝「営業時間を延長した」
（17．　7％），飲食業＝「従業員をへらした」（23．4
％），土木建築業＝「従業員をへらした」（20．8％）
運送業＝「自分がパートに出た」（17．6％）などである。
　これらの対策を業種別に分類し，図示してみると第8図～第13図のようになる。「従業員をへらし
た」は，飲食業（23．4％）と土木建築業（20．8％）の両業種が2割以上を占めているが，大企業の人
べらし「倉理化」・「減量経営戦略」と自営業の場合とでは，その意味する内容は質的に異なる。
「従業員をへらした」分だけ，家族従業者の負担が重くなるわけで，その殆どは業者婦人に転嫁され
「仕事が忙しくて，きつい」という結果をまねく。土木建築業では，いままで「男の仕事」とみなさ
れていたものまで，婦人が肩替りする場合がある。しかし，仕事がないから，少なくなったからとい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一76一
第7図　業種別にみた営業不振への対策（％）
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第9図家族が外へ働きに出た
????????ー??? ??????? ??
って，簡単に従業員を解雇できない事情もある。建築の塗装・吹き付け業を営んでいる大阪のNさん
（35才）がいうように，「職人さんには，最低の生活が出来るように保障しています。たとえ，仕事が
なくて主人が遊んでいても，よその仕事をもらってきて職人さんに仕事をしてもらいます。職人さん
を辞めさせると，仕事が忙しくなったときに困りますから……。」
　また，気仙沼市で建築業（大工）をしているSさん（37才）は，「仕事をはじめて15年になります
が，ここ2～3年，仕事がなくなり，あってもコマイ仕事ばかりです。職人さんに仕事がないから辞
めてくれといわなくても済む程度に仕事があればと思います」と，自営業における人べらしの困難さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一77一
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を語つてくれた。
　「営業時間を延長した」は，製造加工業が338％で他の業種と比較して群を抜いている。親会社の
取引先から単価の引き下げを要求され，採算を維持するために止むをえず長時間労働によってカバー
せざるをえない零細な町工場の姿が浮き彫りにされている。
　「売り上げは去年の半分です。単価は18年前と同じです」と，訴えるように話すプラスチック加工
業の婦人（47才，平塚市）は，「主人と私，それにパート6人でやっていますが，1個2円の手間賃仕
事を2時間で70個しか出来ません。2時間で140円しか稼げないのにパートには480円支払わなければ
ならない。そのうえ，加工賃の支払いは4ヵ月（120日）の手形ですから，なんのために仕事をして
いるのかわからなくなります」と，嘆いている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－78一
　「自分がパートに出た」，「家族が外に働きに出た」ものが相対的に多いのは，土木建築業と運送業
である。近年，女子のパートタイマーの急増傾向が注目されているが，その主要供給源は既婚女子で
あり，ゼンセン同盟の実態調査（「チェーンストア労働者の実態と意識」昭和55年）によれば，パー
トの主婦の多くが，子供の教育費，住宅ローンの返済，世帯主の収入不足などの理由で働いていると
いう。だが，自営業にたずさわっている業者婦人が，家業を離れてパートに出ていることも見落して
はならない。
　例えば，大阪でプレス加工を営むSさん（41才）は，「仕事がないため，パートに出ていろんな仕
事をやってきました。大会社の社長室から社員寮の便所掃除までしたことがあります。マー一一ジャン屋
の手伝いもしましたが，いま，喫茶店にパートとして働いています。4時半に帰ってきて，また仕事
をします。身体がくたくたで，考える意欲もなく，ただ寝たい……だけです」と，業者婦人が家業を
離れてパートに出ることが，いかに大変なことであるかを話してくれた。
　さらに，大阪のNさん（35才）は，「朝9時から午後3時まで喫茶店で働き，いったん家に帰って
きて夕飯を食べてから，夜また同じ店に行きます。なんとかして借金を返そうと思って必死で働いて
います。主人と大げんかをすることがありますし，私の実家では戻って来いといっていますが，小学
校6年生の男の子と下に幼稚園の男の子2人がいますので……。上の子がよう手伝ってくれて助かり
ますし，下の子2人を寝かせてパートに出ています。仕事がないときは2～3ヵ月もつづいてないの
で仕方がありません」。Nさんの話をきいて，居合わせた他の婦人たちは，一様に驚いて，「ほんまに
苦労してんのやなあ！」と，同情と励ましの言葉をかけていた。
　婦人同士の気安い零囲気のなかで，ある人が「機械の音が，“シャッキン（借金），シャッキン”と
きこえる」といって大笑いになったという話をきいたが，中小業者にとって決め手になるような不況
対策は，容易に見出しがたい状態である。
　不況対策の内容は，営業状態の差異によっても変化する。とくに業績が，「非常に伸びている」もの
と「非常に苦しくなってきている」ものとを比較してみると，両者のあいだには若干のちがいが目に
20％ 10
第14図　不況対策の比較
0　　　　　　　　　　　0 10 20％
10．6 従業員をへらした 18．4
2．6 家族が外へ働きにでた 9．3
9．9 扱う商品をかえた 4．1
4．0 副業・内職をはじめた 8．1
17．2 営業時間を延長した 15．4
2．6 自分がパートにでた 7．2
非常に伸びている企業 非常に苦しくなってきている企業
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つく（第14図）。「従業員をへらした」，「家族が外に働きにでた」，「副業・内職をはじめた」，「自分が
パートにでた」などの割合が，いずれも「非常に苦しくなってきている」ものに多い。
IH　業者婦人の就労状態
（1）　1日の労働時間
第15図　1日の平均労働時間 　業者婦人が家業に従事する1日の平均労働時間は，8～
10時間未満が一番多く，24．7％を占めている。さらに10
～12時間未満が14．2％，12時間以上が11．6％という状態
で，毎日8時間以上も働いている婦人が半数以上（55．0
％）も占めていることが明らかになった（第15図）。
　これを業種別にみてみると，第16図が示しているよう
に，8時間以上の割合が一番多いのは小売業の73．5％，
次が飲食業の68．2％であるが，12時間以上という長時間
労働に従事している婦人の割合がもっとも多いのは飲食
業の23．9％，次が小売業の20．1％である。深夜営業を行
う飲食業の労働時間の長いことは，注目すべきことであ
り，業者婦人の健康管理の点でも軽視できない問題を含んでいる。
　　　　　　　第16図　1日平均労働時間の業種別比較（％）
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　　　　　　　　　　　　　　　商工自営業婦人の生活と意識の実態
　これとは対照的に，5時間未満という比較的短い労働時間の割合がもつとも多い業種は土木建築業
の264％，運送業の265％である。これらの違いは，主として昼間の仕事が多い業種と，夜間営業が
多い業種の特性によっても規定される。また，営業状態の違いによっても差が生ずるだろう。例えば，
「非常に苦しくなってきている」ものには，12時間以上の労働時間の割合がもっとも多く（133％），
逆に5時間未満の割合は他に比較してもっとも少ない（140％）。
　さらに年齢別に労働時間の状態をみてみると，年齢が高くなるほど働く時間が長くなるという傾向
を示している。65才以上の高齢の婦人のなかで8～10時間も働いている人が279％もいることは注目
すべきであろう。20代～30代前半の若い婦人のなかに5時間未満の割合が比較的多いのは，出産・育
児などによって時間的な制約を受けるためであろう（第17図）。
　　　　　第17図　年齢別にみた1日平均労働時間（％）
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　業者婦人の労働時間の実態は，
解できない側面がある。そこで，
う。
以上のようなアンケート調査の集計結果をみただけでは，十分に理
ヒヤリングによって得た具体的な事例を記して補足することにしょ
　＜事例1＞
　東京の文京区で豆腐の製造・販売を営んでいるKさん（39才）の場合。
　「家族は主人と小学校3年と4年の女の子に主人の母の5人です。商売の方は主人と私の2人でや
つています。売り上げは小売が40％で卸が60％。毎日夜中の3時に起きて仕事にかかります。学校給
食用の注文は午前8時半までに納品しなければならないので，6時までには出来上がっていなければ
いけません。もちろん，私も車に乗って配達します。朝，子供たちを学校へ送り出すまでに洗濯物は
全部やり上げてしまいます。落着いてご飯を食べたことはありませんね。夕飯のおかずを作る時間が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一81一
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ないので，つい店屋もので間に合わせてしまう。お客さんからrお宅はいいじゃないか，ヤッコを食べ
ていれば……』と冷やかされますが，そうもいきません。時間があると，ついゴロッと寝てしまう。
子供に『お母さんは，すぐ寝るんだから』といわれるんですが，疲れて眠くなるものですから。」
　＜事例H＞
　東京の大田区で総菜・仕出し屋を営んでいるHさん（54才）の場合。
　「商売は殆ど私が中心でやっています。以前は菓子屋だったのですが，近くにスーパーが出来て売
り上げが半分にへっちゃったので，総菜屋を始めたのです。朝起きてからお昼までが勝負ですから，
朝飯は3時頃に食べます。毎日が“戦争状態”です。夜は天ぷらを揚げたり，午募をきざんでキンピ
ラを作ったりで大変なのです。身体が休まるのはフトンのなかに入ったときと，電車に乗って居眠り
するときだけですよ。」
　〈事例皿〉
　東京の新宿区でコンビニエンス・ストアを経営しているTさん（39才）の場合。
　「主人と私のほかにパート3人でやっています。パンの小売店を16年間やっていましたが，2年前
にやめてセブン・イレブンに転業しました。この2年間，2時前に寝たことは一度もありません。朝
は6時か6時半には必ず起きます。朝7時から9時までがピークなのです。夜は8時頃から11時まで
200人位のお客さんが来ますから，家の中のことは何も出来ません。夜の11時に閉店し，残務整理を
して，翌朝に売る自家製のサンドイッチを作るので，寝るのが3時になるときがあります。なんとか
して昼間のアルバイトを入れて，昼間少しでも寝たいなあと思います。いくら睡眠時間が少なくて
も，お客の前では絶対に顔色に出せません。昨夜は2時に寝たので眠い…なんて，お客にはこぼせな
い。一種の虚勢かもしれませんが，いつもニコニコしてお客に接するようにしています。」
　＜事例IV＞
　東京の港区で小料理店を経営しているKさん（52才）の場合。
　「お昼のお客は午前11時半から1時半まで。夜は5時から10時半まで営業しています。お店がニカ
所にあるので行ったり来たりしています。夜10時半に閉店することにしていても，10時すぎに来られ
るお客を断わるわけにもいきませんので，どうしても閉店が11時になります。夜おそいので疲れてし
まいますから，贅沢なようですが帰りだけはタクシーを利用しています。帰宅して家の中のことを片
付けたり，お風呂に入ると，寝るのがどうしても1時か2時頃になってしまいます。」
　料理・飲食業の場合，一般に夜がおそい。いくら夜おそく就寝しても，朝はゆっくりと寝ているわ
けにはいかないのである。通学する子供たちのために朝食や弁当を用意しなければならないからであ
る。子供が中学・高校生になれば，母親の手を借りずに自分で朝食の用意をし，弁当を作ることも出
来よう。
　けれども，「よその子は学校でお弁当のフタをあけるのが楽しみだというけど，私は自分でお弁当
を作るので，楽しみがないわ」と，娘にいわれたとき，「ハッと，胸を突かれる思いがして，子供に
すまない気がした」という，ある業者婦人の話は，同じ境遇にある業老婦人たちの共感を得るにちが
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いない。
（2）・仕事の分担と役割
　業者婦人が受け持つ仕事の内容は，①「帳簿などの
記帳」（29．2％），②「販売・生産・サービス業務」
（17．0％），③「お客の接待・雑用（お茶くみ，掃除な
ど）」（16．3％），④「一般事務」（12．0％）などが主な
ものである（第18図）。
　①と④を合わせると41．・2％となり，事務的な仕事が
もっとも多い。
　しかし，それ以外の「資金ぐり」（8．3％），「集金」
（6．3％），「仕入れ」（5．8％），「配達・ご用きき」（4．3
％）などの仕事に従事している人が24．7％を占め，業
第18図　業者婦人の仕事の分担
仕事上の会合出席
0．8％
配達・ご用きき
　　　43％
撒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（その他を除く）
者婦人が営業を支えるうえで重要な業務を受け持っていることがわかる。とくに小売業，製造加工
業，サービス業などの場合，「販売・生産・サービス業務」は，決して補助的な仕事ではなく，営業
の第一線の仕事とみなすべきである。
　業者婦人が受け持っている主な仕事の内容を業種別にみてみよう（第8表）。まず，「帳簿の記帳」
は，製造業（28，3％），飲食業（22．9％），土木建築業（37．9％），運送業（39．0％）などでそれぞれ
首位を占めており，とくに土木建築業と運送業でその割合が高いのが目立つ。「帳簿の記帳」と「一
般事務」を合わせると，土木建築業で54．　1％，運送業では56．8％を占めており，いずれも半数以上の
婦人が帳簿や事務的な仕事に従事していることがわかる。これにたいして，小売業とサービス業では，
「販売・生産・サービス業務」にたずさわっている人の割合がそれぞれ首位を占めており，業種の特
第8表　業種別にみた業者婦人が受け持つ主な仕事の内容 （％）
小売業 製造加工業 サービス　業 飲食業 土　木建築業 運送業 その他
帳
?
の 記 帳123・・1・8・325・・822・・937・939・・1・4・・
般
?
務 ・・8｛・2・・・…1・…6・21・7…8・・
?
金
? ?
7．9　　　6．8 6．4 …11…18・・7，9
仕 入 れ　　　10．8 1・・ P・…7・・ ・・i… 1．9
配達・ご用きき 6．7 …1…1… ・・5i…13・・
販売・生産・サー ・・業務27・623・31・6・・！18・・112・・1h・7．4
集 金 2．5 ・・8 P5・・臣・・…19・・9．0
お客の接待・雑用1…8・5…4・・121・・3119・・113…7・・
仕事上の会合出席 ・・1・・ 0，7 ・・11・・ 2．0 1．0
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性による婦人の受け持つ仕事の内容や役割にも差異がある。飲食業の場合，　「お客の接待」は接客業
務の重要な一環として位置づけられるものであるから，「雑用」と同列に並べるわけにはいかないだ
ろう。ちなみに「お客の接待・雑用」を受け持つ婦人の割合は，飲食業では21．3％を占め，他の業種
と比較してその割合がもっとも多いのが特徴である。
　ここで見落せないのは，「帳簿の記帳」，「一般事務」，「資金ぐり」，「集金」，「仕事上の会合出席」な
どについてみると，土木建築業と運送業などは，他の業種に比較してこの種の仕事を分担しているも
のの割合が相対的に高いことである。
　このことについて，大阪の西淀川区で鉄工所を営んでいるNさん（43才）は，次のような話をしてく
れた。「おカネのことは全部，私がやっています。主人は数字を並べられてもわからへん。職人上が
りですさかい。どうも，職人かたぎのお父ちゃんは，やっぱり資金ぐりとか営業の面では弱いなあ。」
この婦人は，コンベアー，タンクの下請の仕事をしているが，資金ぐりばかりでなく，現場作業であ
る吹き付け，さび止め，手塗りの仕事まで分担しているという。
　また，東京の入王子市でクリーニング業を営んでいるNさん（42才）は，「主人は外交（注文取りと
配達）とアイロンかけをするだけ，あとは全部女の仕事です。主人が持ち帰った品物に名前を書いた
名札をつけたり，控えを伝票に記入したり，仕上げた品物をポリ袋に詰める仕事など，目にみえない
細かな仕事はすべて私がやっています。お客さんに，rいいわねえ，ちょっと洗えば儲かるんだから
　…・』とよくいわれるんですけど，毎晩，残務整理の仕事が9時頃までかかるのですから大変なので
す」と，クリーニング業の婦人の実情を説明してくれた。
　さらに，大阪の浪速区でインテリア関係の仕事をしているTさん（47才）は，「主人（49才）と息
子（23才）が中心になって商売をしていますが，仕事の見積り，集金，資金ぐりなどはすべて私がや
っています。主人の両親と同居しているので，年寄りの面倒をみてあげなければならないから，高卒
の娘に家事を手伝わせています」と，1人でいくつもの仕事を受け持っている実情について話をして
くれた。
　このように業老婦人は営業を支えるうえで，きわめて重要な役割を果たしているが，彼女たちは自
分の役割について，どのように“自己評価”をしているのであろうか。第9表をみると，　「主人の手
助け程度」（45．0％），「かなり役割を果たしているが従である」（18，6％），この二つを合わせると63．6
　　　第9表仕事上の自分の役割　　　　％となり，全体として，自分の役割について控え目に評
　　　役割評価　1％　価・てい・人が多い。しかし，その緬「主人と同・位
主人の手助け程度　　［・5・・の役割」（・・．・％），「自分の役割の方漱きU・」（・．7％）
かなり役割を果たしてv・・縦i・8・・「全kffを自分韻。て…」（・2．8％）などを合わせる
　主人と同じ位の役割　　　　　　10・4　　と36．4％になり，全体の3分の1以上の婦人が，主人と
自分め役割の方猷きい　1　…　同等も。くはそれ以上の大きな役割を果たして、、ると自
全責任を自鱒・てい・【・2・・己評価。て、、。．
無回答　　　18・・　次にこれを雑別に頒。てみ。、，第、9図に示す、
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小売り業
製造加工業
　　第19図　仕事上の自分の役割
A　　　　　　　　　B　　　　　　C D
　　（％）
E　　　F
サービス業 35．0
　　　　，　　・　●　　．
19．3　　　　　；°11．9．．61 222 54
飲　食　業　　15．7 15・・ 蜉庶O1・2 357 66
土木建築業
運　送　業
20
　　　　　L　　　（注）　A＝主人の手助け程度。　　　　　　　　　　D＝自分の役割の方が大きい。
　　　　　　　　　　B　＝＝かなり役割をはたしているが従である。　　E＝全責任を自分が負っている。
　　　　　　　　　　C＝主入と同じぐらいの役割。　　　　　　　F＝無回答。
うな特徴がみられる。これをみると，飲食業以外の業種では，いずれも「主人の手助け程度」という
自己評価が首位を占めており，とりわけ，土木建築業（71．9％）と運送業（69．9％）では70％前後の
高い割合を占めている。この二つの業種とも，一般には「男の職業」とみなされており，婦人が力量
を発揮しうるような仕事の範囲は，他の業種に比べて狭いようである。
　これとは対象的なのが飲食業の場合で，「主人の手助け程度」と自己評価するものが，他の業種と比
べてもっとも少なく（15．7％），逆に「全責任を自分が負っている」というものの割合が一番多い（35．7
％）。このことは，飲食業における業老婦人の役割の大きさを端的に物語っている。「全責任を自分が
負っている」という割合が他の業種と比較して高い割合を示している飲食業とサービス業（22．　2％）
の両業種とも，仕事そのものが接客的な性格の強い業種であるという特性に起因するものと考えられ
る。したがって婦人の役割についての自己評価が，それだけ高くなるという特徴的な傾向が調査結果
にもそのままあらわれている。
　京都の中京料理飲食業組合事務局長の志摩肇氏は，「他業種と異なり，この世界では，“tr将”や
“ママ” ｪ営業の中心であることが多く，それだけで，自らが経営者である婦人は，　“業者婦人”で
は無く，　“婦人業者”として，他の男の経営者と同じ苦労に加えて，家事や育児の負担がかかり，そ
の毎日は大変です（1）」と報告している。
　業者婦人の役割評価を年齢別に分類してみると，第20図～第24図が示すように，いくつかの特徴が
浮き彫りにされる。まず，第1に「主人の手助け程度」の割合は，年齢と逆相関の傾向が明瞭に把握
される。すなわち，若い婦人層ほど「主人の手助け程度」の割合が高く，高齢者ほどその割合が低く
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第20図　主人の手助け程度
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なっている（第20図）。第2に「かなり役割を果たしているが役割は従」という回答は，30代後半と
40代前半の婦人層に多い（第21図）。第3に「主人と同じ位の役割を果たしている」人は，40代後半
と50代前半の婦人層に相対的に多い（第22図）。第4に「自分の役割の方が大きい」と自己評価して
いる人は，50代後半と60代前半の婦人層に多く，それぞれ6．9％，6．6％で，40才以下の年代層の3％
台とk・う低さに比べて対照的である（第23図）。第5に「全責任を自分が負っている」と自己の役割
を評価しているものは，年齢が高くなればなるほど，その割合も正比例して高くなるという傾向がは
っきりとあらわれている（第24図）。とくに65才以上の高齢の婦人の割合がもっとも高く，34．0％を占め
ていることは注目すべきである。このように高齢の婦人が営業の全責任を負って第一線で働きっづけ
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商工自営業婦人の生活と意識の実態
第22図　主人と同じ位の役割
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第23図　自分の役割の方が大きい
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ているということは，業者婦人の老後の生活保障の問題を重要視せざるをえなくさせている。
　以上のような業者婦人の受け持つ仕事の種類や仕事上の役割の大きさは，家族構成，家族従業者
数，および雇用者の有無や人数などの違いによって，かなり変化する（第25図）。また，業者婦人の1
日平均労働時間の長短と営業上の役割評価との間には，第26図が示しているように密接な関連性があ
る。すなわち，労働時間が長い婦人ほど営業上の役割や責任の度合いが大きくなり，その反対に労働
時間の短かい婦人ほど「主人の手助け程度」の割合が高くなるという傾向が明瞭にあらわれている。
1日平均12時間以上も働いている人のうち，「主人の手助け程度」と自己評価している人の割合は
22．　5％にすぎないのに，労働時間が5時間未満の婦人の場合には，「主人の手助け程度」と自己評価
する人が76．2％と圧倒的に多い。
（3）労働にたいする報酬
　業者婦人は毎日一定時間働いて重要な役割を果たしているが，どのような形態で自分の労働にたい
する報酬を得ているのだろうか。アンケート調査の結果は，月々きちんとした形で報酬をもらってい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一87一
第24図　全責任を自分が負っている
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第25図　営業に従事する人の構成と業者婦人の受け持つ仕事との関係　　（％）
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第26図　働く時間と自分の役割
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る人は意外なほど少ない（第27図）。
　月々の報酬を「もらっていない」という回答は，全体の427％を占めている。「月々きちんともら
っている」と回答したものは，わずか147％にすぎない。そのほか，「必要に応じてもらう」172％，
「月々もらうことになっているがまちまち」77％，「利益があった時だけもらう」54％という状態
で，これらの不定期型が303％を占めている。
　以上のような報酬の形態を業種別にみると第28図のようになる。さらに，これを報酬の形態別に細
分類して図示したものが第29図～第33図である。
　これらの図をみて，業種別の特徴を摘出すると，まず第1に，飲食業では月々の報酬を「もらって
いない」人の割合が他の業種に比べてもっとも少なく33．1％であること（第29図）。それならば，「月
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??
40
30
第28図　業種別にみた月々の報酬
月々きちんともらっている
　月々もらうことになって
　　　いるがまちまち
　利益があったときだけ
必要に応じてもらう
もらっていない
無回答
第29図　もらっていない
（％）
ゐ　　♂　’鴇P42 ，囎P76♂A唱…P臥1｝　　！
…??
り152
W3
も　　七
P69　、一…’、P74??
’75、、
A、
79 ’107 、、38 4582堰u6
P7．0
㌔　　鞘も
?、、
22013．5
一 27X2
83
R9
P4721．2
193
439
X4
’466
??
??、、、、??
．灘酬
R81　、
????????
…wAR3
、、 、、 、、
’489
?????
乳　　　副S87
440
、
11618196 153122
?ー??????????? ?????????????
第30図　月々きちんともらっている
％）
20
17．6 174
14．2
??
??
1黒・1 152
@灘
…鎌
P響
冗 盲　罵
宣　　九 忘　語
10 κ ? 89 ￥舞
｝
? ?
5
か
??
? ?
?
些
? 4㌻
κ
勲　　　5
／ ’ 揮
跡　κ
｛
些0
小 製 サ 飲 土 運
??ー???
????
??
????
??
　　　小　　製　　サ　　飲　　土　　運　　　　　　造　　　1　　　　　木　　　売　　加　　ビ　　食　　建　　送　　　　　　工　　ス　　　　　築　　　業　　業　　業　　業　　業　　業
々きちんともらっている」割合が飲食業で一番多いはずなのに，89％で他業種に比べてもっとも少
ない割合となっている（第30図）。これは一見して矛盾しているように思われるが，「利益があったと
きだけもらう」（107％），「必要に応じてもらう」（220％）などの割合が他業種と比べて多いこと
（第32図，第33図）などを考え合わせると，飲食業における業者婦人の報酬形態の変動幅が大きいと
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第34図　経営状態別にみた報酬の有無
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いう特微が把握される。第2の特徴として指摘するならば，「月々きちんともらっている」割合が相
対的に多い業種として，製造加工業（17．6％），運送業（17．4％），「土木建築業」（15・2％）などがあ
げられるが，これらの3業種は第29図をみると，報酬を「もらっていない」割合では，土木建築業
（48．9％），運送業（48．・7％），製造加工業（46．6％）という状況であり，飲食業ほど極端ではないが，
やはり変動幅が少なくないといえる。
　こうした状態を要約すれば，商工自営業が無償の家族労働によって支えられているという実情をそ
のまま反映しており，営業状態の変動によって業者婦人の報酬の形態も左右されるという特徴が指摘
されよう。しかも，報酬を「月々きちんともらっている」人のうち，家計と営業の収支を明瞭に区分
けしている人が63．5％，未分離のものが15．8％という調査の結果をみると，資金繰りが苦しい営業体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一91一
第35図　年齢別にみた毎月の報酬
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　第36図　業者婦人の役割と報酬の関係
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ほど業者婦人の月々の報酬をあいまいにしている場合が多いことも明らかになった。
　しかし，業老婦人の報酬の有無は，経営状態の良し悪しによっても大きく左右されるということ
が，第34図をみれば明らかである。経営不振は，ただちに業老婦人にしわ寄せされることが，はっき
りと示されている。また，年齢別に報酬の有無をみると，第35図が示しているように，30代後半をピ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー92一
一一 N（46．0％）に高齢になるほど「月々きちんともらっている」婦人の割合が次第に少なくなり，65
才以上では30．2％と最低の割合となっている。
　最後に業者婦人の役割と報酬の関係を年齢別にみると第36図のようになる。先に考察したように，
年齢別にみた役割評価は年齢が高くなるにともなって「全責任を自分が負っている」割合が高くなっ
ていくのにたいして，「主人の手助け程度」の割合は低下する傾向がみられる。しかも，報酬の方は
責任の度合いが重くなる高齢者ほど「月々きちんともらっている」割合が少なくなるという奇妙な関
係がみられる。これは，どのように解すべきであろうか。こうした疑問を解くカギは，アンケート調
査の結果から引き出すことは困難である。
IV　業者婦人の生活の態様
①休日のとり方
　休日のとり方としては，週休制を実施しているところが51．5％で全体の半数を超えている。けれど
もその半面，「不定期」（14．6％），「用事のある時だけ」（10．9％），「月2回（隔週）」（5．2％），「年中
無休」（4．3％）などを合わせると3割以上（35．0％）と　　　　　　第37図休日のとり方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月、ガ雛覇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・6％月2回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．2％　月3回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．2％
制の実施状況をみてみよう（第10表）。従業員30～99人規模の企業における「週休1日制」の実施割合
は55％以上におよんでいる。ところが，100人以上の企業，とくに1，000人以上の大企業になると，逆
に「週休1日制」を実施している企業の割合は，年々減少傾向を示している。つまり「週休1日制」
が減少している反面，「週休2日制」を実施している企業が年々増加しており，なかでも1，000人以上
の大企業では，「週休2日制」を完全に実施しているところが30％を超えている。30～99人規模では
2％台にとどまっている。この表では30人以下の企業については示されていないが，おそらく「週休
2日制」を実施している企業の割合は，もつと少ないことが推測される。
　いまや休日の形態は，「週休1日制」から「週休2日制」の時代へ移行しつつあるといってもよいが，自
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一93一
なり，定期的に休日をとりにくい自営業の実態を反映し
ている（第37図）。
　近年，中小企業や自営業にも週休制を実施していると　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4，3％
ころが多くなってきたことはたしかである。本調査の結
果をみても，週休制の実施割合が半数以上を占めてい
る。とはいえ，大企業労働老，自治体労働老，公共団体
などで働く婦人労働者と比較すると，商工自営業におけ
る労働老や家族従業者の“労働日からの解放”の度合い
は低い状態といえよう。
ちなみに労働省の調査による従業員規模別にみた週休
第10表　週休制の形態別企業数，労働者数構成比（調査産業計）
（単位：％）
規模・年 合　計
週　休
1日制
〔企業数〕
　企業規模計
昭和F1年躍ll：1
　　　　54i1・・．・5…
　　　　551・・…　49・6
1，000人以上
　昭和50年
　　　53
　　　54
　　　55
100～999人
　昭和50年
　　53
　　54
　　55
30～99人
　昭和50年
　　53
　　54
　　55
100．0
100．0
100．0
100．　0
14．1
9．8
9．1
8．0
100．　0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
36．4
36．0
34．1
34．6
63．2
59．4
57．9
56．9
週休1
目半制
2．1
3．6
3．7
2．8
週　　休　　2　　日　　制
副完全i月・回陣週月・回1月・回
43．4
44．7
46．1
47．6
4．6
5．6
5．6
5，4
2．2
2．9
3．0
3．3
9．8
9．0
9．7
8．8
12．6
12．3
12．9
13．0
14．1
15．0
14．8
17．3
その他
2．5
1．9
1．7
1．8
????????
L7
3．9
3．8
3．0
83．4
88．4
89．3
90。2
60．　2
61．1
62．2
63。1
35．2
36．　6
38．1
40．1
28．5
32．8
32，2
30．6
7．2
10．9
11．1
10．7
2．8
2．5
2．5
2．5
9．0
14．0
15．0
10．8
?????
1．1
1．6
2．0
2．3
15．9
14．　2
12．7
15．1
14．8
12．3
13。3
11．1
????「?
0．1
0．1
0．1
13．　0
13．0
14．2
15．1
16．4
16．1
15．9
16．9
7．6
7．5
8，2
7．6
10．9
10．7
1L5
11．2
17．6
16．6
17．　1
・9・31
12．7
14．4
13．9
16．　5
O．1
0．2
（資料出所）　労働省「賃金労働時間制度総合調査」，労働省編r昭和56年版労働白書』より。
営業では「不定期」，「用事がある時だけ」，「年中無休」など，休日を定期的にとりにくい状態にある
ものが少なくない現状である。ここにも，家族従業者に依存する商工自営業の特質を示す一面がある。
　休日の形態を業種別にみてみると，「用事のある時だけ」，「年中無休」が多い業種は小売業の17．8
％，8。1％が群を抜いているのが目につく。また，土木建築業では「週休制」（週1回）の割合が他の
業種と比べてもっとも少なく，「不定期」の割合がもっとも多い（第38図）。
　さらに地域別の特性を摘出してみると，「週休制」（週1回）の実施割合は，区，市部が53．0％と半
数を越えているのに，郡（町・村）部では45．5％，また，「不定期」，「用事のある時だけ」，「年中無
休」を合わせると，区・市部は29．3％，郡（町・村）部は38・0％で，郡部の方が休日の不規則性が顕
著である（第39図）。
　商工自営業における“労働日からの解放”の度合いの低さ，休日の不規則性は，業者婦人の家庭生
活のあり方を制約し，一般の婦人労働老とは異なった生活の態様をみせており，営業と生活とが切り
離しがたく結びついている点に業者婦人に固有な問題を投げかけている。
　例えば，「年中無休」で文字どおり休みなしに立ち働いている母親の“働きすぎ”にたいして子供
の批判は手きびしい。「お母さんは，なんで休まないの，今の時代に一週間に1日ぐらい休むのは常識
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一94一
第38図　業種別にみた休日の形態（％）
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第39図　地域別にみた休日の形態（％）
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だよ」，といわれて思い悩むSさん（47才）。彼女は夫と2人で米穀商を営んでいたが，その後転業し
て，現在は東京の足立区で食料品店を経営している。「毎日，忙しい，忙しいといって暮らしていま
す。1年中で休むのは，元日と春と秋に1日つつ，それと子供の日（5月5日）だけ，1年に4日し
か休めない」という。
　東京の墨田区で印刷業を営んでいるBさん（40才）は，「6，7，8月の3カ月は，普段の半分くら
いしか仕事がなかった。私は主に外廻りの仕事をしています。主人が外出すると機械がとまってしま
いますから。土曜日に注文が来て，月曜日の朝までに届けてくれという仕事が多いので，日曜日は休
めません」と，「勤め人の奥さん」との違いを強調し，休日の不規則性を嘆いていた。
　また，宮城県気仙沼市で寝具の製造・小売業を営んでいるTさん（42才）は，「お店を出して14年
になりますが，さいきん，すぐ近くに同業老が開業したうえに，訪問販売も増えてるので競争が激し
くなって大変です。お父さんは工場の方を，私はお店の方を分担していますが，人手が少なくて休め
ません。自分の時間は殆どない。夕飯の仕度なんて出来ませんね」と，営業と家事の両立は容易でな
いことを語ってくれた。
（2）　1日に使える自由な時間
　業者婦人が1日のうち自分で自由に使える時間はどのくらいなのか。第40図をみると，①「必要に
応じて」（33．8％）が首位を占めており，つづいて②「1～2時間以内」（18．6％），③「2～3時間以
内」（18．1％），④「1時間以内」（11．3％），⑤「3～4時間以内」（8．3％）という状態である。業者
婦人が自由に使える時間は毎日一定せず，「必要に応じて」というのが一番多いことは，自営業の特
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第40図　1日に自由に使える時間
　　　　　　　　　無回窒午6．6％
　　　　　　　　　　　　4～5時間以内3．4％
必難応εぞ33．7％
1時間以内11．3％
3～4時間以内8．3％
第41図　年齢別にみた1日の自由な時間
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（A）＝＝必要に応じて　　　　　（B）＝4～5時間以内
（C）＝＝　3～4時間以内　　　（D）＝2～3時間以内
（F）；1～2時間以内　　　（F）；1時間以内
（G）＝無回答
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質に起因するものといえる。これは，本人の自由意思にもとついていつでもその気になれば「必要に
応じて」自由な時間がもてるという選択の幅の広さを意味するとともに，逆に日々の営業状態仕事
の繁閑の度合いによって制約され，むしろ，毎日の自由時間が一定していないことに特微がある。こ
れを年齢別にみると第41図が示しているように，「必要に応じて」という回答割合は50代後半以上の
高齢者に比較的高く，4割近くを占めているのが注目される。
　また，業種別にみると，「必要に応じて」という回答割合は土木建築業（39．3％），運送業（37．1％）
などが高く，他業種に比べて飲食業がもっとも低い（24．5％）。「1時間以内」は小売業（16．6％），飲
食業（13．6％）などが比較的多い（第42図）。これらは仕事の分担，あるいは役割の比重が業種によ
って異なるし，1日の就業時間の相違に起因するものと考えられる。
??（?
時
???
の
?1?みに別種業図42第
??????????????????? ????????????
???
小　売　業 166 212 156 5522 32，9 60
製造加工業 133 202 180
サービス業 128 202 183
6724 344 50
7528 326
、
、
飲　食　業 136 207 204 10545　　24．5
土木建築業 54 152 192
、
10146 393
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58
1
運　送　業 66 157 180
62
112　58 371 5．6
?
そ　の　他 87 167 169 89　34 39．0 64
　「ともかく，時間の余裕がない，たまには自分の時間が欲しいというグチが，つい出てしまう」と
いう気持ちは，多くの業老婦人に共通したものであろう。
（3）自由な時間の使い方
　「もっと自由な時間があれば何をしたいとおもいますか」という設問にたいする回答は第43図に示
すとおりである。
　まず目につくのは，「趣味を生かす」という回答が3L　O％でもっとも多いことである。次に「新聞
・本を読む」（15．7％）である。この2つを合わせると36．7％となり，全体の3分の1を超える割合を
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第43図　もっと自由な時間があれば
　　　　　　　その他27％
Tレビ60％
占めている。このことは趣味，教養，勉強といった文化
的な発達要求が業老婦人のなかに底流として存在してい
ることを意味し，注目すべき事柄であると思われる。
　さらに注目すべきは，「寝たい」という生理的な欲求が
152％を占め，「子どもと遊んだり勉強をみる」（105％）
や「旅行する」（118％），「テレビをみる」（60％）を
上まわる回答割合を示していることである。これは日頃，
営業と家事，育児，子供の教育など二重，三重の課題を
背負い，忙しくて自分の思うようには休養，睡眠も十分
にとれない業者婦人の家庭生活の態様を如実に物語って
いるといえよう。「もっと自由な時間があれば，ともか
く寝たい」という願望の強さは，労働時間や仕事上の役割とも密接に関連する。それは第44図に示し
た業種別回答状況をみれば，そのことが明確にあらわれている。「寝たい」という回答が群を抜いて
いるのは，1日の労働時間がもっとも長く，かつ深夜営業も行う場合が多い飲食業（27．1％）である
（第44図）。「趣味を生かす」は，土木建築業（36．9％）と運送業（370％）に多く，その反対に飲食
業（215％）がもっとも少ない。これも業種による婦人の労働時間や役割の相違，休日のとり方など
に起因するものと推測される。
　　　　　　　　　　　第44図　自由な時間があれば何をしたいか（業種別）　（％）
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　「寝たい」という欲求の強さは，仕事のうえで「自分の役割の方が大きい」，「全責任を負っている」
ものが，それぞれ1位を占めており，休日のとり方との関連でみると，「月1回」，「年中無休」のと
ころに比較的多い結果があらわれている。
次に年齢別にみてみると，年齢のちがいによっていくつかの特徴を見出すことが出来る（第45図）。
　　　　第45図
　　　　A
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自由な時間になにをしたいか（年齢別）
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（注）A二新聞や本を読む。　B＝テレビをみる。
C＝寝たい。
E＝趣味を生かす。
G　・＝その他。
D＝子どもと遊んだり勉強をみる。
F＝旅行をする。
H二無記入。
「新聞や本を読む」という回答は年齢が高くなるにつれてその割合も段階的に高くなるという傾向が
みられる。このことは「テレビをみる」にも，いっそう顕著にあらわれている。とくに65才以上の高
齢者の割合がもっとも高い（20．5％）。これは20代～30代の低さと比べて対照的である。
　「子どもと遊んだり勉強をみる」は，20代から30代後半までが他に比べて高い割合を占めている。
この年代の婦人は，「新聞や本を読む」ことや，「テレビをみる」ことよりも，育児と子供の教育の問
題に主要な関心を向けざるをえない年代層の特徴を反映しているものと推測される。
　「寝たい」は，40代から50代の前半にかけて比較的高い割合を占めている。この年代の婦人は仕事
のうえで「主人と同じくらいの役割」を果たしているものが比較的多く，営業の第一線で毎日忙しく
立ち働き，また，身体的変調期にも際会する時期でもあり，一番疲れやすい年頃なのかもしれない。
　以上，アンケート調査の集計結果にもとついて，それぞれの特徴点を指摘してきたが，筆老が各地
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で業者婦人と懇談した際に聴取した彼女たちの発言のなかに，書面調査では把握しえない業者婦人の
生活の態様をリアルにきくことが出来た。そのなかから2～3の事例を紹介しておこう。
　大阪で牛乳販売店を営んでいるUさん（47才）は，今年4月にご主人が亡くなられた後も，息子さ
ん（18才）と2人で商売を継続しているが，1日18時間も働き身体がくたくたになるという。そして
彼女の息抜きは「1週に1回カラオケに行くこと」だと快活に笑っていた。さいきん流行のカラオケ・
バーには，仕事のあと片付けをすませた業者婦人が，日頃の疲れも忘れて唱い，かつ談笑する姿をよ
くみかけるという話をきいたことがあるが，下町にあるこの種の酒場には，サラリーマンよりも中小
業老や業者婦人の客が多いと，ある業界関係者（東京・浅草）から証言を得た。
　筆者は最近，東京の江戸川区にある美容院を経営している中・高年の業者婦人たち20数名の集会に
参加したことがあるが，夕食後，夜ふけまで時間の経過を忘れるほど，彼女たちは1人残らず唱い，
かつ踊りまくって，日頃の苦労を忘却し，瞬時の快楽のムードに酔いしれているかのような姿態を露
呈していた。毎日の仕事がきつく，労働時間も長い，そして家族や従業員の面倒をみたり，接客業務
で神経をすりへらしている業者婦人にとって，　“労働日からの解放”は，何よりも得がたい“気分転
換”のチャンスなのかもしれない。
　それでも，「世の中の変化に立ちおくれないように，いくら忙しくても，新聞だけは必ず読むよう
にしています」と，東京の新宿区でセブン・イレブンを経営しているTさん（39才）はいう。「忙し
くて家事はすべて子供にまかせています。この10年間に1度もテレビをゆつくり見たことはありませ
ん」と，夜間営業に従事するものの苦労を語っていたが，「世の中の変化におくれないように……」
という業者婦人の文化的，教養面における要求の強さは見落すべきではない。
　東京の文京区で豆腐の製造・販売を営むKさん（39才）は，「子供にrお母さんはすぐ寝るんだから』
といわれるくらい，時間があればゴロッとすぐ寝てしまいます。毎日，夜中の3時に起きるものです
から……。なんとか，自分の時間をみつけて何かやりたいなと思います。新聞はなんとしても読みま
す。学童保育の雑誌など，外に出かけるときに電車のなかで読んでいます」と，経済のある専門誌が
子供の教育問題を特集として取り上げているのを開いてみせてくれた。彼女のいま一番の悩みは「子
供の教育問題」だという。
　東京の八王子市でクリーニング店を経営しているNさん（42才）は，「夜開かれる業老婦人の集会
には，つとめて出席するようにしています。仕事がきつい，儲からない，自分の時間が欲しい……こ
うした悩みや欲求不満を発散させることが出来るし，仲間同士で話をしていると一番気晴しになって
楽しみだから……」と語っていたが，こうした気持ちは，ひとりNさんだけではなく，多くの業老婦
人に共通したものだと思われる。事実，各地の業者婦人の懇談会に出席してみて，彼女たちの談笑す
る姿に接し，気のおけぬ仲間同士が語り合う底抜けに明るい雰囲気にしばしば圧倒されたものである。
「あんた，本当に苦労してんのねえ……」という仲間たちの慰めの言葉や励ましあう会話をつうじて，
彼女たちは商売をつづけていくことの自信を取り戻したり，「苦労しているのは自分1人だけではな
い」という，一種の連帯感と勇気が自然に湧き出てくるのだと説明してくれた。
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　こうした仲間同士の自由な語り合いの場をつうじて，1人ひとりの業老婦人がより広い視野にたっ
て物事を判断したり，営業と暮らしの苦しみの根源が何に起因しているのか，社会の仕組みとその矛
盾を見抜く力を身につけ，意識の自己変革の契機になる場合が多いと思われる。
④　業者婦人の苦悩
　業者婦人がいま，どのような悩みをもっているのか，それは一般の婦人労働者とどの点で共通し，
あるいは異なっているのかを把握するため，「営業上の悩み」，「生活上の悩み」，「子どもについての
悩み」の3つに分けて設問することにした。
　①　営業上の悩み
　まず，「営業上の悩み」についてみると，①「売り上げが減少したこと」（34．8％），②「仕事が少な
くなったこと」（28．8％），　③「同業老間の競争がはげしくなったこと」（21．3％）などが上位のベス
ト・スリーを占めており，4位以下の「借金の返済」（9．7％），「資金ぐり」（9．2％），「税金（申告）
問題」（8．7％）などを大きく引き離している（第46図）。
第46図　営業上の悩み（複数回答）
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　これらの悩みは，いずれも今日の不況のもとで営業不振にあえいでいる中小業老の苦境を，そのま
ま反映しているものと思われる。
　業者婦人の営業上の悩みを業種別に表示してみると第11表のようになる。営業上の悩みのなかで第
1に「仕事が少なくなったこと」をあげる婦人は，製造加工業で29．5％，土木建築業で36．9％，運送
業で33．4％を占めている。次に，「売り上げが減少したこと」を第1とする婦人は，小売業で36・7％，
サ～ビス業で25．1％，飲食業で41，1％を占めている。また，「同業者間の競争がはげしくなったこと」
では，サービス業の23．1％が他の業種に比べて相対的に多い割合を占めているのが注目される。さら
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第11表業種別にみた営業上の悩み（複数回答） （％）
小売業 製　造加工業
サービス
　業 飲食業
土　木
建築業 運送業 その他
仕事が少なくなった
売上げが減少
…29・・1・8・・1…136・933・424・・
1・6・・722・・25・・4・・1・4・・1・8…9・・
同業者間の競争がはげしい
大型店などの出店問題
・9・… @823…9・・・…　2・・1・3・・
1．．2 1．4 2．4 2．0 ・・ 閨E・3
資金ぐり …i…1・・6｝・・5・・4 P・・37・・
売掛がとれない 2・・ P・・512・・4・・1… 09　　　2．3
人手不足 …i・・6 …13・・1　… …1…
税金（申告）問題 …μ・1・・6 …1　・・・…19・・
借金の返済 5，6 7．3 6．9 8・・巨・11・・18・・
後継者がいない 2．1 …12・・ 1．9 ・・6 P・・…
従業員問題 1．2 2．3 …1… 2・・81　…12・・8
その他 …【… 0．9 1．2 …　2・・1…
第47図　生活上の悩み（複数回答）
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に「税金（申告）問題」と「借金の返済」などで悩んでいる婦人の割合が，とくに運送業において多
く，それぞれ1割以上（10．6％）におよんでいることも見逃がせない。
②生活上の悩み
　業者婦人にとって「生活上の悩み」はどのようなものなのか。調査結果を図示すると第47図のよう
になる。①「家計が苦しいこと」という回答が41．1％で首位に立ち，群を抜いている。これにっつい
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て，②「老後の生活の問題」（185％），　③「健康がすぐれないこと」（161％），　④「住宅の問題」
（152％）などが上位を占めている。
　業者婦人にとって最大の「生活上の悩み」となっている「家計が苦しいこと」は，当然，営業状態
と密接な関連性がある。前述したように，営業状態がここ1～2年「非常に苦しくなってきている」
ものの割合が他業種と比べて相対的に高い土木建築業と運送業の2業種で「家計が苦しいこと」の悩
みをもつ婦人の割合が高く，39．4％，42，4％となっている（第48図）。ここで見すごせない点は，「健
第48図　業種別にみた生活上の悩み
家計が苦しい
健康がすぐれない
　家族に病入がいる
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がすぐれない」という回答が各業種とも1割以上におよんでいることである。とりわけ，飲食業で
16．6％を占め，他業種に比べてもっとも多く，長時間労働，深夜営業に従事して健康をそこねてい
婦人が少なくないことを物語っている。それと同様に，「老後の生活の問題」は製造加工業（168
）をはじめ，各業種とも15％前後の高い割合を占めており，今後に予想される急速な高齢者社会の
来を考えると，そのおよぼす暗い影響は，業老婦人の老後生活の不安や悩みを必然的に増幅させ，
後の保障のない業者婦人にとってきわめて深刻な問題を投げかけている。
年齢別にみた業者婦人の生活上の悩みについては第49図に示すとおりである。一見して明らかなよ
に，「家計が苦しいこと」の悩みは，年齢の若い婦人ほどその割合が高くなっており，とくに20代
は416％，すなわち4割を超える若い業者婦人が家計のやりくりで苦労している実態を浮き彫りに
ている。
次に「健康がすぐれないこと」や「老後の生活の問題」で悩んでいる婦人の割合は，年齢が高くな
につれて段階的にその比重を増す傾向がはっきりとあらわれている。とくに50代後半以上の高齢婦
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305％を占めており，②「勉強をみてやれない」
（19．0％），⑤「学校の行事に参加できない」（105
％）など，①②⑤を合計すると60％の婦人が子供の
教育問題で悩んでいることになる。
　子供についての悩みを業者婦人の年齢別にみてみ
人の場合にそれが顕著にみられ，65才以上の高齢婦人の3割近くが「健康がすぐれないこと」や「老
後の生活の問題」で苦しみ，悩んでいることが判明した。また，「家族に病人がいること」で悩んで
いる婦人の割合も50代～60代前半に多く，病人を抱えながら日夜，営業と看護に追われている高齢の
業者婦人の苦悩する姿が，身を切られるように痛々しく浮かび上がつてくる。こうした状態におかれ
ている業者婦人の苦労は，外部から観察するものの想像をはるかに超えるものがあるにちがいない。
　「住宅問題」で悩んでいる婦人は，20代の若い婦　　　　　第50図子どもについての悩み
人にもっとも多く17．5％を占めており，30代～40代　9ig
前半の婦人にとっても，「住宅問題」がかなり頭痛
の種となっていることが明らかになった。　　　　　20
　③　子供についての悩み
　業者婦人の「子供についての悩み」をみてみよう　ユo
（第50図）。調査の結果，①「子どもの進学問題」が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他
????????????????????????? ????????????? ???? ? ??? ??????
ると第51図に示すようになる。悩みの内容は年代のちがいによって異なることがはっきりとあらわれ
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ている。まず，「乳幼児をかかえて仕事をしなければならない」という悩みに，当然のことながら若
い婦人にその割合が高く，20代が25．0％，30代前半が10．8％を占め，30代後半以上になるとその割合
は急激に低下する。「子どもと遊んでやれない」という悩みは，同じように若い婦人ほどその割合が
高く，20代が32．2％，30代前半が29．4％，30代後半が17．2％で，40代以上になるとずっと少なくなる
傾向を示している。これらを総合すると，若い年代の婦人ほど仕事と育児の両立に苦労し，思うよう
に子供と遊んでやれないという悩みをもっていることが明らかになった。
　子供の「勉強をみてやれない」という悩みは，30代前半が24．1％でもっとも多く，つづいて30代後
半が17．2％，40代前半が13．3％という状態である。これは子供の成長過程と母親の年齢とが対応して
変化していることを物語っている。
　さらに「子供の進学問題」は，40代後半の婦人が41．9％でもっとも多く，この年代をピークに“富
士山型”の割合を示しているのが特徴で，これも子供の成長につれて，中学，高校，大学への進学問
題の悩みが，婦人の年齢と対応して比重が変化している。「子どもの非行問題」も，40代前半の婦人が
6．5％でもっとも多い。この年代の婦人の子供たちがちょうど中学・高校生になる頃で，「子どもの非
行問題」は，小学校の高学年の子供をもつ30代の婦人たちにとっても，決して他人ごととして見すご
せない問題なのであろう。30代前半が4．7％，30代後半が5．9％という状態である。
　最後に「子どもの結婚問題」は，50代前半が42．4％，50代後半が50．0％，60代前半が30．4％，65才
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以上が40．4％といった状態で，　“結婚適齢期”の子供をもつ50代以上の母親としての悩みの最大の問
題となっている。
　たしかに，業老婦人の日々の生活は忙しい。勤め人の夫人のように“専業主婦”として自分の納得
のゆく方法で子供たちを育てる時間的な余裕はない。だが，業者婦人とて子供をもつ母親であれば，
いくら仕事が忙しくても，子供の健康，子供の教育，子供の成長を考えないではいられない。子供に
たいする母親の愛情には，業老婦人と“専業主婦”とのちがいはない。これは至極当然である。業者
婦人の場合は，家業に多くの時間とエネルギーをさかねばならないために，十分な時間をかけ，自分
が納得する方法で子供を育て，教育し，人間としての成長過程で適切なアドバイスを子供に与えてや
れないことのもどかしさに悩み，苦しむのである。
　だから，例えば，自分の店の前にある公園で，サラリーマンの主婦と思われる母親が，時間の経過
を気にもせず，のんびりと心ゆくまで子供を遊ばせているのをみると，羨望と同時にある種の反発さ
え感じるという業老婦人が少なくない。とくに子供が成長し，進学問題に直面する段階で，頼りとす
る夫に死なれた未亡人の苦労は並み大低のものではなく，有夫の“専業主婦t「に負けまいとする気持
がたかぶって，　“意地”と“敵粛心”とが重なり，　“専業主婦”にはみられない独特な子供への対応
を示すことが多いように思われる。
　「中小業老の子供は，非行化する場合が多いのではないか」という世評にたいして，大阪のある業
老婦人（47才）は，次のように自分の体験を誇り高く語った。「商売をはじめたのは昭和38年でした。
あの頃は卸値が安くて，ずい分と儲けました。おかげで子供たち4人を育てることが出来ました。毎
日朝早くから18時間も働いていましたから，子供たちの面倒をみてやれないので，おカネを渡してお
けばなんとかなるだろうと思って，お小遣いを無制限にやってほったらかしてきました。そのわりに
は，よくしたもので，朝早く両親が働きに出かけるので，子供はみな自分のことは自分でやる習慣が
身について，自立心の強い子になりました。娘もお嫁に行って，rお母ちゃん，私はこれでよかった
んや，家庭をもってすごく自信がついたわ』といっています。その後，お父ちゃんは亡くなりました
が，お父ちゃんがいなくても，家族が結束し，商売人でなければ味わえない，仕事にたいして誇りを
もっています。子供たちも，よう手伝ってくれていますさかい」。
　　「子供は親の背中をみて育つ」という例えもあるように，中小業老の家庭における親と子の信頼関
係は，過酷な長時間労働に従事している母親の苦労を，子供たちは幼少の頃から自分の眼でみてきて
いる。親の労働している姿を子供にみせることは，“生きた社会科教育”の実践ともいえる。「おカネ
は働いて得るもの」ということを，子供に教えることにも役立つている。r毎日2時前に寝たことが
ない」という東京のある商店の婦人は，「自分では家のなかのことはなにも出来ないので，子供にす
べてをまかせていますが，それでも，ちゃんと親のことを理解してくれています。黙っていても，子
供は親の心配ごとをわかっていて，自分で洗濯もするし，非行に走ることはありません」と，きっぱ
りといいきっていた。
　また，大阪のある業老婦人は，「先日，母親だけの『教育懇談会』に出席したが，あんなにしんど
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い会には2度と行けないと思いました。サラリーマンの奥さんたちと話すのはほんまにしんどいわ。
第1，話のリズムが合わない。サラリーマンの奥さんたちは，r1週間に2度は子供に食事をつくら
せましょう』なんていうけど，うちでは忙しくて，娘が高校に入ってからすべて食事の仕度をやらせ
ているし，サラリーマンの奥さんのいうように，母親がそばについていて子供に料理をさせるんやつ
たら，誰でも出来るわ。やっぱり，商売人は商売人同士でないと話が合わんわ。PTAに行ってもバ
ラを割って話せないしね。サラリーマンの奥さんたちは，商売人はみんな儲かっていると思っている
しね……」と，勤め人の家庭の主婦，“専業主婦”との違和感を強調していた。
V．業者婦人の健康管理と老後の生活
（1）業者婦人の健康状態
　東京で行った業老婦人との懇談会の席上，若い婦人たちの営業と暮らしぶりをきいていて，経験豊
かなWさん（62才）は，次のような言葉をはさんだ。「若いうちは気力で頑張っているからいいけど，
年をとったらどうなるのかを真剣に考えないとだめですよ。業者婦人にとって，なによりも健康が大
事なのですから……」と。そして，「国保に傷病手当，出産手当を」の要求のもつ大事な意味を熱っ
ぽく説いていた。
　たしかに，業老婦人にとって一番大切なものは健康である。このことに異論をはさむ余地はないだ
ろう。だが，実際には，業者婦人の健康管理はどのように行われているのだろうか。
　東京商工団体連合会（略称・東商連）の婦人部協議会が，1981年11月～12月に実施した「業者婦人
の営業と生活の実態調査」（調査対象は東京都内の業者婦人3，340人，回答数1，277人）によると，業
者婦人の健康状態は，「普通（持病なし）」（53．7％），「健康（病気をしたことがない）」（21・8％），
「弱い（病気がち，持病あり）」（18．　20／o），「不明」（7．0％）という調査結果を明らかにしている。ま
た，「この1年間に定期検診をうけましたか」という設問にたいする回答は，「受けた」（36．3％），
「受けていない」（56，7％），「不明」（7．0％）という状態であり，病気のために医者通いをしている人
のなかには最後まで治療せずに，売薬に切り替える人が少なくないと指摘している。
　大阪商工団体連合会（略称・大商連）は会員の健康を守るため，1981年5～6月を「中小業者と家
族の健康を守る運動月間」に設定し，「集団健康診断」や「ヨガ教室」などを行なう一方，会員を対
象に「健康アンケート」を実施した。約4，000人の回答結果の「中間報告」によると，「1年以内に健
康診断を受けましたか」という設問にたいし，「受けた」（39％），「受けなかった」（61％）という状態
であり，さらに「1年以内に家族が病気をしたか」という設問には，「かかった」（36．6％），「かかっ
ていない」（63．4％）という結果を明らかにしている。
　この調査で考えさせられる点は，「もし事業主が長期の病気になったら」という仮定のうえの質問
にたいする回答内容である。集計結果によると，①「工場を閉める」（47．6％）が首位を占め，②「後
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一107一
継者が続ける」（18．9％），③「縮少して妻があたる」（17．8％），④「わからない」（15，0％）という回
答状況であった。商工自営業の場合，事業主が病気になれば4割以上が店や工場を閉めなければなら
ないというわけであるから，そうした事態の発生はきわめて深刻な問題であり，「健康こそ最大の資
本」という言葉は，中小業老にそのまま適中するものであろう。
　全婦協のアンケート調査では，業者婦人の「生活上の悩み」のなかで，「健康がすぐれない」，「家
族に病人がいる」などの回答を合わせると，2割弱になることが明らかになった。前述した東商連と
大商連の調査結果などと考え合わせると，業老婦人の健康状態は，決して軽視してはならない重大な
問題を含んでいる。何故なら，業者婦人の健康状態を左右する諸要因は，一般の婦人労働老と比較し
た場合，より多くの複雑な内容をもっているからである。
　「健康がすぐれない」と答えているなかで，30代の後半から40代の婦人に多いことは，無償の家族
従業者として長時間労働を余儀iなくされているところからくる無理や過重な負担のあらわれともいえ
るであろう。「1人で水商売をしている婦人はみんな健康を害している」（大阪・住吉民商婦人部）と
までいわれるほど，飲食業に従事している婦人のなかに「健康がすぐれないこと」で悩んでいる人が
多い。飲食業を営んでいる婦人業老は，深夜におよぶ長時間就業のうえに，酒，煙草をのむ人が全体
の約4割を占めており，煙草は日本の女子喫煙者の平均よりかなり高く，酒も強い人が多いように思
われる。こうした実態の解明には，アンケート調査の結果による表面的な数字だけではなく，「健康が
すぐれない」，「病気がち」になった婦人たちの生活環境や労働環境などとのかかわりについて，より
深く立ち入った実情の調査が必要である。
　ともあれ，「お産・病気・ケガなどで休んだ時に仕事，家事は誰がしてくれましたか」という設問
にたいする回答内容をみてみよう（第52図）。もっとも多いのは「親がしてくれた」という回答が，
　　　第52図休んだ時の家事と仕事は誰がするか　　　　全体の26．0％を占めている。次に「夫がして
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くれた」が22．0％，3番目が「無理して自分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でっづけた」が19．0％となっている。そのほ
　　　　　　鑓鎌1輯・分19％　か・「子供」・「お手伝」・「従類」などはご
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く僅かである。業種別でみると，各業種とも
その他ぎ％
従業貝2％
お手伝3％
：子供．
こ6％；：
「親がしてくれた」が一番多いが，飲食業だ
けは「無理して自分でつづけた」という割合
が高い（19．9％）。
　業者婦人の果たす営業上の役割の大きさに
よっても差異がある。「自分の役割の方が大
きい」，「全責任を負っている」夫人の場合は，
「無理して自分でつづけた」という回答がもっとも多く，それぞれ20，8％，21．9％を占めている。営
業上の役割が大きく，責任の重い立場にある業者婦人の場合は，病気になったり，少しくらいのケガ
をしても，安易に休むことも出来ず，かなり無理をしてでも自分で仕事をつづけなければならない事
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第53図　病気やお産の時，仕事や家事は誰がしたか，営業体類型別にみもたの（％）
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情に制約される。
　これとは対照的に「主人の手助け程度」，「かなり役割を果たしているが従である」という婦人の場
合は，「親がしてくれた」がもっとも多く，それぞれ314％，27．　5％となっている。
　また，営業体類型別にみてみると，第53図が示しているように，「夫がしてくれた」という割合が高
いのは「夫と2人」（27．3％），「夫婦と子供」（231％）。「親がしてくれた」は，「夫婦と親」（518％）
のところが群を抜いており，半数を超えているのが特徴的である。
（2）産前・産後の休暇
　周知のように婦人労働者の産前・産後の休暇は，労働基準法（第65条）によって最低6週間（42日）
と定められている。ところが業老婦人の場合は営業と生活が直接結びっいているため，仕事を休めば
その分だけ夫や他の家族の負担となり，人手不足から陣痛ギリギリまで精一杯働きっづける人も少な
くないといわれている。
　本調査の結果によると，産前休暇は0～3日が487％，4’－7日が104％で7日以内の人が全体の
約6割を占めている。16日以上の人は280％という状態である（第54図）。
　これらの実態を業種別にみてみると，第55図が示しているように，0～3日は小売業（56・　2％）が
もっとも多く，サービス業（54．9％），飲食業（51．8％）とつづいている。16日以上の休みをとつて
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第54図　産前の休暇
　第55図
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　　　　　　　　　　　第56図　業種別にみた産後の休暇（％）
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448
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48．6
いる婦人がもっとも多い業種は土木建築業（333％）である。また，7日以内が群を抜いて多いの
は，「夫と2人」で営業している婦人の場合であり，前述したことと符合する。
　次に業者婦人の産後休暇の状態をみてみよう（第56図）。業者婦人の産後休暇は，一般の婦人労働
老のように法律で定められた「休暇」を意味するものではなく，「仕事をはじめるまでの日」の意味
である。近年，母体保護にかんする学習・指導や援助などのため，とくに若い業老婦人の産後休暇は，
以前に比べると長くなってきたといわれるが，一般の婦人労働者と比較すれば，業者婦人の場合，産
後も早いうちに働きはじめるように思われる。
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　調査の結果は，21日以上が45・5％で一番多いことが明らかになった。けれども，婦人労働老の6週
間（42日）と比較すれば，業者婦人の産前・産後の休暇日数はきわめて短い。産後休暇の日数は業種
によっても差異がある。15日以内では小売業（43．2％），飲食業（43．7％），運送業（44．　7％）となっ
ている。
　こうした業老婦人の出産休暇の状態は，母性と生まれる子供にとっても重大な影響をおよぼすこと
は軽視出来ないし，また，健康がすぐれない人が年齢とともに増大していくことの最大の原因になっ
ているようにも考えられる。したがって，「お産をしても安心してゆっくり休めるように国民健康保
健に出産手当を！」という願いは，業者婦人にとって，きわめて切実な要求となっている。
　東京の府中市で業者婦人の健康診断を実施したら，27人中16人が貧血症にかかっていることが判明
した。日頃の無理な仕事ぶりと「お産してもゆっくり休めない」状態が，業者婦人の健康破壊にっに
がっていくのではないかとみられている。
（3）老後の生活保障
　「老後の生活保障を何にもとめますか」という説問　　　第57図老後の生活保障をなにに求めるか
にたいして，第57図に示すような回答結果が明らかと　　公
なった・　　　　　　　　　　　　身
　一見してわかるように「年金」への期待がもっとも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　老多く，全体の32．・0％を占めている。「夫の収入」（18．　0　奈
％）と「自分の勤労収入」（17．0％）がほぼ同じ割合で　ム
あるが，「子供の援助」に期待する婦人の割合は僅か6　％
％にすぎない。
　老後の生活保障として求めるものは，年齢の違いによ
ってその内容に若干の変動がみられる（第58図）。年金へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6％
の期待感の強さは，年代の差を越えてもっとも高い割合　　　　　　　　　　　不動産収入3％
を示している。「自分の勤労収入」，「夫の収入」，「貯金や利子・配当」などに期待する婦人の割合は，
中・高年齢層よりも比較的若い婦人層に概して多くみられる。その反対に「子供の援助」，「家賃・地
代などの不動産収入」などへの期待は，年齢が高くなるにしたがってその割合も高くなるという特徴
的な傾向がみられる。とくに「子供の援助」に期待する割合は，50代の後半から一段と増加する傾向
を示している。その反面，この年代になると夫の離死別も増加するため，「失の収入」に期待する割
合は明らかに低下する。
　「身体が資本」の自営業では，「貯金や利子・配当」，「不動産収入」などに多くを期待するのは無理
だから，当然，これらの割合は他に比べて低い。また，「全責任を負っている」と自己の営業上の役
割を評価している婦人の場合，「自分の勤労収入」に期待する割合が27．3％を占め，「主人の手助け程
度」と自己評価している婦人が「自分の勤労収入」に期待する割合（12．0％）の2倍以上となってい
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一112一
る点は注目すべきである。しかも「全責任を自分が負っている」という婦人の場合は「年金」への依
存よりも「自分の勤労収入」への依存割合（27；　3％）の方が多くなっているのも見落せない。さらに，
これを業種別にみた結果は第59図に示されるように，「夫の収入」と「自分の勤労収入」への期待感
は業種によって大きな差異がある。すなわち，「夫の収入」よりも「自分の勤労収入」に依存する割
合の方が多い業種は，飲食業（25．・4％），サービス業（20．5％），小売業（19．6％）であり，その反対
に「夫の収入」に依存する割合が高い業種は土木・建築業（23．7％），運送業（23．3％），製造加工業
（19．0％）である。こうした違いは，業者婦人の仕事のうえでの役割とも密接に関連していると思わ
れる。
　業者婦人にとって，たしかに老後の生活保障の問題はきわめて深刻な問題の1つとなっている。営
業と生活が不安定であればあるほど，老後の生活の問題を自分自身で悩み，なんとかしなければとい
う焦燥感にかられている婦人が多い。
　「国民年金を掛けても当てにならんし，商売人はちっとも保障されていない。自分たちの老後を考
えると，なんとかしなければならんと考えるんですが，これから先，国民年金はどうなるんでしょう
か。国民年金を掛けたらいいのかどうか，役所に相談に行ってもさっぱりわかりません」という大阪
のUさん（47才）の発言は，多くの業者婦人に共通する悩みを端的に物語っていると思う。
VI．業者婦人の意識と行動
（1）納税の自主申告と“自家労賃”
　商工自営業老にとって毎年3月の確定申告の時期は，大変忙しくなる。面倒な計算を連日夜ふけま
で帳簿や伝票類とにらめっこをしながら，いわれなき「クロヨン」攻撃や税務署の徴税攻勢に対処す
るために，誤りのない自主計算・自主申告のスジをとおすことは，並大低のことではないだろう。こ
うした面倒な実務は，事業主である夫よりも婦人の手で行う場合が多い（第60図）。
　また，それだけに，現行税制の不備や不公平さにたいする業者婦人の不満や怒りが沸騰する契機と
なる。毎日，早朝から夜おそくまで，働きすぎるくらい働いても，利益は年々減少するばかりである。
「なぜ，こんなに苦しくなるのか」，「いったい誰が儲けているのか」，「どうして税金がこんなに重く
なるのか」などの疑問について仲間同士で話し合うとき，不公平な税制と理不尽な税務行政に不満と
怒りが集中する。
　パートタイム労働者の場合，1年間の収入が79万円まで非課税で，しかも配偶者控除（29万円）も
認められている。
　ところが業老婦人の場合，家族従業者としての働き分が認められているのは，白色申告の専従者控
除が僅か40万円にすぎない。これは月当たりに換算すると，たった3万3，㎜円である。こうした事実
について，業者婦人はどのように思っているのだろうか。
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第60図　税金の自主計算，自主申告は誰がするか
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　第61図はこうした現行税制にたいする考えを集計したものである。「不公平だと思う」，家族従業老
である業老婦人の「働き分を認めてほしい」という回答を合わせると54．6％を占めており，半数以上
の業者婦人が「せめてパートなみの79万円まで専従老控除額を引き上げてほしい」と，強く望んでい
るこ．とを反映している。
　その半面，「こうした事実をしらなかった」（5．5％），「よくわからないのでなんともいえない」（16．9
％），「不公平だと思うがやむをえない」（5．1％）などの回答を合わせると27・5％になる。業者婦人の
4人に1人以上が“自家労賃”についての正しい理解と認識を，まだ持つにいたっていない状態を重
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視する必要があるだろう。そして，業老婦人の“自家労賃”要求は，働く婦人の権利であるという自
覚を高め，全国的な規模での要求運動の主柱の1つとして位置づけ，運動のいっそうの堀り下げが重
要であろう。
（2）業者婦人の地域とのつながり
　全婦協の『私たちのくらしと商売』では，業者婦人の地域とのつながりについて，その特徴を次の
ように要約している。業者婦人が地域活動のなかで果たしている重要な役割を考えるうえで示唆に富
む指摘が含まれていると思われるので，少し長いが原文のまま引用してみよう。
　「毎日の生活をいとなむ上で，地域とのつながりは深いかかわりをもち，営業の面でもくらしの面
からも切離して考えることはできません。毎日のくらしや必要な食料品や日用品などの商店は住民生
活と深いかかわりをもっています。また，これらの商店で売る品物をつくったり，卸したり，家や学
校を建てたりする業老もふくめ，地域の生活は中小零細業者なしには日常の生活は出来ないのです。
なかでも業老婦人は生活点にたつ婦人の感覚や要求では他階層と共通するものが多いことから地域活
動のなかでも重要な役割を果しています。
　この程，東京都がr都民の行動・意識と地域によるその特性に関する調査』をまとめ発表しました
が，そのなかの『近所づきあい』の項には『隣近所のつきあいを大事にしているのはパート，内職，
自営業などの自宅及び近隣を職業の場とする人たちに多い』という結果が出ています。このことから
も日常的に業老婦人が地域におよぼす影響の大きいことをものがたっています（P」。
　たしかに，商工自営業の多くは，事業主および家族の住居と営業の場所とが未分離であり，生産点
と家庭生活の場が地域空間的に同一であるという特質をもっている。そして，業者婦人は，地域密着
型の営業活動をつうじて地域の住民と日常的に結びつきを強めており，接客業務を分担する業者婦人
の場合は，とくに「隣近所のつきあいを大事に」せざるをえない立場におかれている。しかも，営業
と暮らしが地域に根ざしているだけに，業者婦人が地域活動のなかでも重要な役割を担っていること
は見逃がすことの出来ない重要な側面である。全婦協のアンケート調査では，直接，こうした側面に
スポットを当てた調査項目を用意しなかったが，これは今後に残された重要な課題であろう。
（3）臨調「行革」にたいする意見
　「政府・財界がおしすすめているr行革』についてどうお考えですか」という設問には，「反対」が
26．3％，「賛成」が12％で，調査時点におけるこの種の調査の結果と比較すると，臨調「行革」の意
図を正しく見きわめたうえでの「反対」の回答割合は，相対的に高いのではなかろうか。
　だが，’回答の多い項目順にみてみると，①「まだよく理解できていない」（31．9％），②「国民を犠
牲にしたr行革』だから反対」（26．3％），③「わからない」（19．6％），④「疑問はあるがやむをえな
い」（2．9％）⑤「個人としては賛成」（1．2％）という状況である。
　以上の回答を年齢別に集計した結果は第62図に示すとおりである。「国民を犠牲にしたr行革』だ
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第62図　臨調「行革」をどう考えるか（％）
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（注）A＝国民を犠牲にした「行革」だから反対。
B＝まだよく理解できていない。
C＝疑問はあるがやむをえない。
D二わからない。
E＝個入としては賛成。
F＝無回答。
から反対」という回答は，50代と60代の高齢婦人に比較的多く，「まだよく理解できていない」という
回答は，若い年代の婦人ほどその割合が多くなるという傾向を示している。さらに「わからない」とい
う回答も，20代と30代前半の若い婦人層に比較的多いのが特徴的である。こうした傾向は，若い業老
婦人の政治的な関心の低さを意味するものなのかどうか，なお慎重に吟味してみる必要があるだろう。
（4）国家予算についての関心度
　このアンケート調査が実施された時期における最大の政治的，経済的な論議の焦点は，昭和57年度
国家予算（案）の内容にっいてであった。これについて，業者婦人がどの程度知っているかを調査項
目に加えたことは，業者婦人の政治意識の状況を把握するうえでも，まさに時宜をえた設問であった
といえよう。
　調査の結果を全体としてみると，「あまりよくわからない」が一番多く36．9％を占め，「全く知らな
い」．の8・5％を合わせると45．4％におよんでおり，業老婦人の政治意識の動向を示唆するものとして
注目したい。ところが，「教育費や福祉が削られたのは知っている」という回答が31．4％を占め，第2
順位となっていることも見落せない。
　これを年齢別にみると，「あまりよくわからない」という回答は若い婦人ほど多くなる傾向を示し
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第63図　昭和57年度国家予算案の内容を知つているか
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ており，「新聞などでよく知っている」という回答は，高年齢の婦人ほど多くなるという特徴的な傾
向が把握される。これは要するに，国家予算（案）の内容について，若い婦人ほど知らない人が多
く，それとは対照的に高年齢の婦人ほどよく知っている人が多いことを意味している。
　けれども，「教育費や福祉が削られたのは知っている」という回答割合は，40～44才（33．9％）を
ピークに，30代と40代の婦人層が30％台で，他の年代層よりも比較的高い水準を示していることが注
目される。おそらくこの年代の業者婦人は，毎日，営業の第一線で働き，その責任と役割も大きいだ
けに，自分にふりかかる身近な問題の利害得失について，敏感に察知しうる知恵を習慣的に体得して
いるのかもしれない（第63図）。
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（5）業者婦人の相対的自立性と仲間意識
　業者婦人の日常的な悩みについては，営業上の悩み，生活上の悩み，子供についての悩みの3っに
分類し，それぞれの特徴的な傾向を前段において分析した。ここでは，さらに業老婦人の相対的自立
性を意識の面から把握する手がかりとして，「こまったことが起きた場合，誰に相談するか」につい
て設問した結果を検討してみよう。回答結果を年齢別に表示すると第12表のとおりである。
　相談する相手の選択は，明らかに年齢によって差異がみられる。まず，業老婦人の自立性を意味す
る点で「自分1人で考える」という回答状況が注目されるが，これは若い婦人よりも年齢の高い婦人
ほどその割合が高くなるという傾向を明瞭に示している。それとは反対に，「夫」，「親」，「友人」を相
談相手とするものは，20代，30代前半の若い婦人層にその割合が高い。「親と相談」するものの割合
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第12表　こまったことが起きた場合だれに相談するか（単位：％）
1・・代｝・・一・4　1　3S・－3g　1…－44145－491…－s4155－5gl・・－64　1651t以上
自分1人で考える
夫　に　相　談
親　と　相　談
子どもと相談
親せきの人
取り引き先の人
友　　　　　人
民商または婦人部
の人
民商事務局
そ　　の　　他
7．9
つ73．5
14．7
　1．2
　3．0
0．1
11．2
　3．4
つ4．7
つ1．4
8．7
の74．4
　11．6
　1．5
の3．3
0．4
10，1
　4．4
つ6．1
つ1．2
9．5
つ73．1
9．2
　1．9
つ4．2
0．3
9．8
　4．6
の7．9
の1，2
9．0
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　6．3
　3．6
4．3
0．5
8．6
　5．3
つ9．5
つ1．1
9．1
71．3
　3．9
　6．4
つ4，8
0．4
6．3
　6．3
り11．3
つ1．4
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　23．6
つ3．8
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14．5
り44．2
　L7
つ29．1
の4．7
0．6
4．1
ト7．0
15．1
つ　0
と「子どもと相談」するものの割合は，業老婦人の年齢の差異によって対照的な変化を示している。
つまり，「親と相談」するものの割合は若い婦人ほど高くなる傾向を示し，「子どもと相談」するもの
の割合は高齢の婦人ほど高くなるという傾向がみられる。
　次に注目すべき点は，「親せきの人」や「取り引き先の人」と相談するものよりも，「民商または婦
人部の人」，あるいは「民商事務局」と相談する婦人が多いことである。とくに民商関係老に相談する
割合は，年齢が高くなるにつれて多くなる傾向を示しており，とりわけ，民商事務局は，高齢の業者
婦人にとって「頼り甲斐のある存在」であることを物語っている。大阪のある高齢の婦人は，「民商
をやめたくないから，商売をつづけている」とまでいいきっていた。
　では，なぜ，民商が，とくに民商婦人部が業者婦人にとって，それほど魅力的な存在なのだろうか。
　かつて東京の台東区で夫と2人でモナカの皮を焼く仕事に従事してきたが，2年前に夫が急逝した
あと別の仕事に転業したというWさん（62才）は，自分の過去を静かに振り返ってみて，「女の自主性
のなさをしみじみと感じました。いままでの私にはいつも自由がなかった……」と述懐される。これ
は，ズシリとした年輪の厚みを感じさせる貴重な体験にもとついた発言であった。彼女の老後生活を
支えている生き甲斐は，「女の自主性」を取り戻すための運動一自分と同じ苦しみを体験している
多くの業老婦人と手を結び，業老婦人の地位向上と権利擁護のために日夜精力的に活動することに向
けられているように思われる。
　商工自営業にたずさわる業者婦人の多くは，日常的な営業と暮らしを支えるために忙しく，さまざ
まな悩みや苦しみを抱えながら，それを安心して打ち明け，相談する相手も見出せず，自分1人で思
い悩をでいる。そして，「この世の中で自分だけが苦労している」と思い込んでいる業者婦人が実に
多い。もちろん，rPTAに出かけても本当にバラを割って話せない。勤め人の奥さんには商売人の
苦労などわからないから……」とただおし黙っているほかにないという状態がつづく。
　人間はみな困難な問題にぶつかっているとき，自分の悩みや苦しみ，個人的な体験を誰かにきいて
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もらいたいという願望をもっている。そして，同じ仲間と話し合い，自分だけが苦労し，泣かされて
いるのではないということがわかったときの感激，そして仲間同士の励まし合い，助けあいによって
勇気が出て，より強固な連帯感に結びついたとき，組織が伸びて力が倍加する。業老婦人の自主的・
民主的組織は，こうした条件のもとで発展し，婦人運動のなかで無視出来ないほどの重要な一翼を担
って前進しつっある。
　「自分らの悩みをなんでも話せる。みんなで話をすることに生き甲斐を感じる」。「夜の集会には気
分転換になるので，つとめて出席するようにしている。日頃のストレスをいっぺんに発散させること
が出来て楽しい」。4～5人から10人前後の地域の業老婦人の集りは，気のおけない仲間同士の交流
の場として，彼女たちにとっては，かけがえのない“社交場”であり，　“息抜きの場所”であり，そ
して“自己啓発ttの機会でもある。
　業者婦人が働くものとしての自覚と権利意識を高め，正当な要求をみんなの力を結集して実現させ
ていくことに確信をもったときには，運動はたくましく飛躍的に前進するものである。「仲間が母親
大会に参加するのに10万円の費用がいるというので，みんなでウドンを売って10万円をすぐに稼い
だ」という宮城県気仙沼民商婦人部では，仲間同士の結束も固く，抜群の行動力を誇りにしている。
印刷業を営んでいるAさん（48才）は，業者婦人としての仲間意識，連帯感の大切さについて次のよ
うに自己の初体験を快活に語ってくれた。
　「民商に入ってから1年もたたないうちに，はじめて全婦協の総会（第7回定期総会，1981年4月）
に行ったんです。東京の晴見会場に着いたときは，すごくビックリしました。こんなにも大勢の同じ
仲間がいたのかと思うと，アラーッと叫んでしまい，ジーンと胸が熱くなったんです。気仙沼から私
ともう1人の仲間が参加したんですが，汽車に乗ってはじめて顔を合わせたのです。上野まで2人で
しゃべりどおしでね。本当によかった。楽しかった。ああいう大きな集会に出て行くことは，実に大
事なことだと思いました。」
　屈托のない，底抜けに明朗・快活な話ぶりのAさんは，東北人独得のねばり強さと人情味ゆたかな
人柄で多くの業者婦人から親しまれ，信頼されているが，こうした婦人たちが社会の矛盾を見抜き，
権利意識にめざめたときは，驚嘆すべき活動力を発揮するものである（2）。
（注）
（1｝全国商工団体連合会婦人部協議会r私たちのくらしと商売一全国の業者婦人の実態調査一』，1982年10月，
　39～40ページ。
②　全婦協第8回定期総会方針には，「婦人は話しあい，納得すれば大きなカを」と題し，次のように明記さ
　れている。「大企業のしわよせを集中的に負わされている業者婦人は，困難に耐えるたくましさと，勤労婦
　人として真実を見抜く力を本来持っています。
　それだけに，苦しみの原因，真実が知らされ納得すればすばらしい行動力を発揮しています」（全商連婦
　人部協議会第8回定期総会特集r力と心をひとつに』Na9，1982年8月，24ページ）。
一119一
おわりに
　今日，多くの業者婦人は，不況の深まりとともに，営業と暮らしを支え，家事・育児の負担も重く
なって，健康をそこない，母性破壊から，自殺・離婚などの生活破壊にまでおよぶ深刻な状態におか
れている（1）。こうした業老婦人の就労と生活・意識の実態を多面的な角度から把握し，実情に即した
対策一商工自営業を真に活性化するための抜本的な中小商工振興対策の実施とあわせて，業者婦人
の地位向上と権利擁護のための諸施策の実施を求める声が，全国各地において，日増しに強くなって
きている。
　そうしたなかで，業老婦人は大企業本位の自民党政治，とりわけ財界主導の臨調「行革」路線が福
祉と教育費を圧縮し，国民に多大の犠牲を強いることによって，果てしない軍拡と日米軍事同盟を強
化し，　「経済大国」から「軍事大国」へ，そして戦争への危険な道を突きすすむものであることを，
するどく見抜きはじめている。そして，子供と家庭のしあわせ，営業と暮らしの安定を願う日常的な
諸要求の実現とあわせて，平和を守る運動への取り組みの輪も急速にひろがってきている。
　とくに業老婦人は，長い生活経験と多様な要求をもっており，営業と暮らしが地域に根ざしている
だけに，地域の婦人運動の重要な役割を担って，地道な活動をねばり強くすすめている。
　とくに業老婦人の「健康と母性を守り地位向上をめざす活動（2）」のうち，注目すべき取り組みの成
果を列挙すれば，まず第1に，休業保障の実現，地位向上をめざす運動に取り組み，自治体に向けた
請願署名活動を展開し，長野県では県議会でこれを採択させたことによって全国の仲間を大きく励ま
した。
　第2に，この「業老婦人のくらしの実態調査」に取り組むなかで，改めて営業と暮らしの実態が見
直され，なかでも従業員を減らしてその分を婦人が働いても，所得税法では40万円しか専従者控除が
認められていない矛盾，病気やケガをしてもなんの保障もない不安，老後の問題には深刻な生活保障
と後継者難の問題などが浮き彫りにされ，「国保に傷病手当・出産手当を」，「自家労賃を認めよ」と
いう要求運動を推進する強力な裏付けになったといわれている。
　第3に，集団検診や子宮ガン検診の取り組みも強められ，子宮ガン検診では自治体で検診させる成
果もかちとっている。
　第4に，国際婦人年の中間年を迎えたなかで，業者婦人の地位向上をかちとる運動もすすみ，神奈
川，青森両県では，県に働きかけて「婦人の地位向上プラン」基本計画のなかに「家内労働および農
林漁業，商工自営業等に従事する女性の労働条件向上」などの施策を取り上げさせ，昭和57年度に
「商工自営業婦人の生活実態調査」〔調査対象＝神奈川県内の小規模事業所の事業主（女性）おまび配
偶者（女性）7，000人（抽出）〕を実施させるなどの成果をあげて，注目されている（3）。
　第5に，青森市では1982年11月，年末保育実行団体（青森民商婦人部も参加）と市当局との交渉の
成果として，年末保育（12月29，30日の2日間）を市の責任で開設するとの確約を出り付け，全国で
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も初の年末保育として各方面から注目されている（4）。
　　以上，業者婦人の要求運動は80年代になってから全国的な規模での取り組みをはじめ，各県段階，
各地域レベルにおける多面的な活動もつみ重ねられ，地域住民の各層が営業と生活を守る共通の要求
で協力，共同して活動をすすめている（5）。
（注）
〔1）植田晃子「消費不況に苦しむ業者婦人の実情」『経済』1982年3月号，同「不況にあえぎ，切実な要求をも
　　つ業者婦人」『大阪民主新報』1982年9月11日。
②　全婦協，前掲，rカと心をひとつに』，22ページ。
（3｝神奈川県『かながわ女性フ゜ラン』1982年6月，55～56ページ，および129ページ。
（4）　『全国商工新聞』1982年12，月6日。
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Zur　Lebens－und　BewuBtseinslage　der　selbst鼓ndig
　　　　　　gewerbetreibenden　Frauen　in　Japan
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mutsumi　WATANABE
　　Infolge　der　lang　anhaltenden　Flaute　befinden　sich　die　Kleinunternehmer，　die　als　selbstlindig　Gewerbetr－
eibende　zur　untersten　Schicht　der　mittleren　und　kleinen　Betriebe　geh6ren，　seit　letzter　Zeit　in　besonders
schwieriger　Situation．　Da　gibt　es　nicht　wenige　Kleinunternehmer，　deren　Geschaft　und　Lebeshaltung　durch
wachsende　Finanzschwierigkeiten　immer　mehr　bedroht　sind．
　　Die　Aufgabe　des　vorliegenden　Aufsatzes　besteht　einerseits　darin，　die　Finanzlage　der　selbstandig
gewerbetreibenden　Kleinunternehmer　an　konkreten　Beispielen　zu　erforschen，　und　andererseits　die　Arbeits－
und　Lebensbedingungen　von　selbsttindig　gewerbetreibenden　Frauen，　die　sich　neben　ihrer　Arbeit　auch　mit
dem　Haushalt　und　der　Kinderpflege　beschaftigen，　ins　klare　Licht　zu　rUcken．
　　Die　folgende　Analyse　basiert　auf　dem　Ergebnis　einer　Ulnfrage，　die　der　Rat　der　Frauenabteilung　des
Gesamtlapanischen　Verbandes　gewerbetreibender　Kleinunternehmer（Mitgliederzahl：80，319．　Stand：20．
Juni　1982）in　der　Zeit　vom　Febrtiar　bis　zum　Mlirz　1982　veranstaltet　hat．　Diese　Befragung　gilt　wohl　als
erster　Versuch　im　Lande，　zulnal　sie　die　selbsttindig　gewerbetreibenden　Frauen　durch　eigene　Initiative　im
gesamtjapanischen　MaBstab　organisiert　haben，　Die　endgUltige　Zahl　der　ausgefUIIten　Frageb6gen　belauft
sich　auf　ca．30，000；davon　konnten　aber　23，199　Frageb6gen　durch　den　Computer　verarbeitet　werden．
　　Der　vorliegende　Aufsatz　besteht　hauptsachlich　aus　vier　Themenkreisen：1）Finanzlage　der　selbstandig
gewerbetreibenden　Kleinuntemehmer，2）Arbeitsbedingungen　der　gewerbetre三benden　Frauen，3）Lebensver・
haltnisse　der　gewerbetreibenden　Frauen　und　4）BewuBtsein　und　Praxis　der　gewerbetreibenden　Frauen．
Die　Lebens－und　BewuBtseinsform　der　selbsttindig　gewerbetreibenden　Frauen　htingen　von　der　Art　ihrer
Arbeit，　ihrer　Rolle　in　der　Arbeit，　der　Zusammensetzung　ihrer　Familie，　der　Zahl　von　Beschaftigten　aus
ihrer　Familie　sowie　von　auBerhalb　usw．　in　erheblichem　MaBe　ab．　Im　vorliegenden　Aufsatz　wird　nicht
zuletzt　der　Versuch　unternommen，　diese　Wechselbeziehungen　einer　eingehenden　Analyse　zu　unterziehen．
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